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(4) 第三者の言動

(5) この製品、ソフトウェア、サービスに関連するその他の事由または物品

特許

本製品は、以下に示す米国特許のうち、1ないし数件の対象となっています。
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5157516 5367388 5561691 5708736 5946426 6072518
5208818 5384648 5568595 5713287 5947028 6090529
5208888 5384899 5576754 5739819 5958647 6096461
5247174 5412491 5579115 5742743 5966504 6098544

詳細については、弊社ウェブサイトhttp://www.creoscitex.co.jp/でご確認ください。
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本書では、Lotem 800 Quantumプレートセッタのご利用を開始するにあ
たり、必要な基本情報をお知らせします。

本書は以下の2部構成になっています。

第１部：Lotem 800 QuantumプレートセッタとPCコントローラ

● 第１章『はじめに』

● 第２章『基本操作』

● 第３章『PCコントローラモニタ』

● 第４章『プレートのハンドリング』

第２部：Brisqueからの操作

● 第５章『Brisqueからの設定とキャリブレーション』

● 第６章『Brisqueからのジョブ処理』

Brisqueの機能詳細については、『Brisque User Guide』の最新版でご確認
ください。

本機を安全にご利用いただくうえでの注意事項については、『Lotem 800
Quantum Safety Precautions for User』でご確認ください。

Lotem 800 QuantumをPrinergyと併用する場合は、『Prinergy to Lotem 800
Quantum Connectivity User Guide』も併せてお読みください。
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本書の表記方法

ここでは、本書で用いている記号、用語、マークについて説明します。

記号

ウィンドウの名前やメニューの項目は、[ ]で示してあります。

ボタンの名前やキーボードのキーは、< >で示してあります。

画面に表示されるメッセージとユーザーが入力する情報は、｢ ｣で示して
あります。

関連文書や参照箇所は、☞と『』で示してあります。

用語

クリック 画面上の任意の項目にカーソルを合わせ、マウスボタ
ンを素早く押して放すことです。通常はマウスの左ボ
タンを使用します。

選択する チェックマーク(×)が消えているチェックボックスに
カーソルを合わせ、左クリックしてチェックマークを
つけることです。または、画面上の任意の項目にカー
ソルを合わせ、左クリックすることです。

選択を解除する チェックマーク(×)がついているチェックボックスに
カーソルを合わせ、左クリックしてチェックマークを
消すことです。

タイプする 情報をタイプすることで、<Enter>キーあるいは
<Return>キーを押すことは含みません。

ダブルクリック 画面上の任意の項目にカーソルを合わせ、マウスボタ
ンを素早く2度、押して放すことです。
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入力する 情報をタイプして<Enter>キーまたは<Return>キーを
押すことです。

右クリック カーソルがアプリケーションウィンドウ内にあるとき
にマウスの右ボタンをクリックすると、ショートカッ
トメニューが表示されます。このメニューの使用方法
については、Windowsのマニュアルを参照してくだ
さい。

マーク

参考：本文中の説明に対する補足的な情報です。

重要：処理の遅れや、機能性・信頼性・品質の低下を招く可能性がある事項で
す。

注意：人員の軽傷または財物の損壊を招く恐れがある潜在的な危険性を示しま
す。安全面で問題のある行為について注意をお願いすることもあります。

警告：人員の死傷および財物の損壊を招く恐れがある潜在的な危険性を示しま
す。

危険：人員の死傷および財物の損壊に直結し得る緊急の危険性を示します。
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PDFドキュメント

本書にはPDF版もあります。PDFは製品に同梱のドキュメントCDに入
っています。

PDF版の表示や印刷には、Adobe Acrobat Readerを使用します。本書を
印刷する際には、著作権の注意書や免責事項を含めて必ず全体を印刷し
てください。

関連情報が他の資料に掲載されていることを示します。

ヒント：作業をより簡単に、素早く行うためのヒントです。
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概要

Lotem 800 Quantumは、卓越した品質と生産性(菊全判プレートを毎時25
枚出力)を兼ね備えた最先端のプレートセッタです。安定性に優れた
SQUAREspotサーマルイメージング方式によって、一貫したプレート出
力を実現します。また、高度に自動化されたインラインパンチシステム
が正確で再現性の高いパンチを提供、印刷機での完璧な見当合わせを可
能にします。Brisqueからコントロールする本機は、妥協を許さない印刷
会社のシンボルと言えるでしょう。Lotem 800 Quantumは究極のCTP機
として、印刷機の連続稼働に向けた能率的な生産へのあらゆるニーズに
応えます。

Creoはサーマルイメージングのパイオニアであり、他社の追随を許さな
い性能と品質によってCTP方式のディファクトスタンダードとなってい
ます。SQUAREspotサーマルイメージングは、プレート感度や自現機ケ
ミカルなどの変動要因と無関係に、常に一定したプレート出力を維持し
ます。この正確な工程管理によって、高信頼性のFMスクリーニングと
混入物のない画像が実現しました。

オペレータが立ち会わなくても、全自動の工程で印刷可能なプレートが
作成できます。プレートは合紙除去の後、カセットから自動的にロード
します。次に、DFEで選択した印刷機プロファイルに従い、カスタム仕
様のインラインパンチシステムがプレートに穿孔します。その後は、プ
レートを自動的にドラムにマウントしてイメージングを行い、インライ
ン自現機(オプショナル)へ直送します。

プレートのサイズは、457×381 mm (18×15 inch)～1,130×905 mm
(44.5×35.4 inch)をサポートしています。

Lotem 800 Quantumは以下の2通りの構成でご利用いただけます。

● シングルカセット

● デュアルロードカセット☞『Using the Lotem 800V with the DLC -

Version 1.0』

Lotem 800 Quantumのフロントエンドは、Brisque Imposeアプリケーシ
ョンV4です。Brisque Imposeの標準機能に加え、刷版の緊急再出力や面
付けの両面プレビューなど、CTPユーザー向けの特殊機能を提供します。
また本機は、PostScript、EPSF、欧文PDF、TIFF-IT、Scitex CT/LWを
初めとする、多彩な標準デジタルファイル形式のデータに対応していま
す。
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フロント側

図1：本機のフロント側(シングルカセット構成)

シングルカセット：露光するプレートを収納します。

カセット挿入口：カセット内のプレートをここから本体内にロードしま
す。

フロントドア：ドアの開閉はPCコントローラモニタでコントロールしま
す。

右側ドア：この内側にエレクトロニックボックスとPCコントローラがあ
ります。

排紙ドア：この内側に排紙ユニットがあります。たまった合紙を取り除
くときに使用します(本体の左側にも同型のドアがあります)。

パンチコンテナ用の穴：この内側にパンチコンテナがあります。パンチ
かすを取り除くときに使用します(フロントパネルの下にあり、本体の底
から使用するようになっています。上図では見えません)。

参考：上図はシングルカセット構成です。デュアルロードカセット(DLC)構成
は若干異なります。
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リア側

図2：本機のリア側

リアドア：ドアの開閉はPCコントローラモニタでコントロールします。

プレート排出口：処理済みのプレートをここからアンロードします。

ON/OFFプッシュボタン：本機の電源をON/OFFします。

主電源サーキットブレーカー：本機の電源をONにする前に、主電源サ
ーキットブレーカーがON (1)になっていることを確認してください。主
電源からの完全遮断は、主電源サーキットブレーカーのOFF (0)によっ
て行います。
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システム構成例

本機を用いた一般的なシステム構成例を以下に示します。

図3：システム構成例

通常、プレートルームには以下のような機器を設置します。

● Lotem 800 Quantumプレートセッタ

● PCコントローラモニタ：本機を制御するPCコントローラのユーザー
インターフェイス

● Brisque：本機で処理するジョブはBrisqueから転送します。

● コンベア：アンロードしたプレートを自動現像機へ送ります。

● 自動現像機：露光後に現像が必要なプレート用です(他社製)。

参考：プレートスタッカー(アンロードされたプレートを一時保管するために使
用)とプレヒートオーブン(予熱が必要なプレートに使用)は他社製となり
ますので、上図から除いてあります。

Conveyor

Lotem 800 Quantum Processor

Brisque PC controller
monitorBrisque

MAC

MAC

MAC

Dolev 800VImproof 750CIris Proofer
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通信とデータフロー

本機で処理するジョブデータは、PCコントローラに接続したBrisqueか
ら転送します。本機とBrisque間の通信とデータフローを下図に示します。

図4：本機とBrisque間の通信とデータフロー
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2 基本操作

電源のON/OFF.............................................................................8

Brisqueでのログイン、ログアウト、シャットダウン ........10
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電源のON/OFF

本機の電源をONにするには．．．

1. 気圧ユニット内の気圧ゲージ(下図参照)をチェックします。気圧が6
ATM (88 psi)であることを確認してください。

図5：気圧ユニット

2. 主電源サーキットブレーカーがON (1)になっていることを確認しま
す。☞ P. 4の図2

3. リアパネルの左右のON/OFFプッシュボタンを押して、両方とも点
灯させます。☞ P. 4の図2

4. PCコントローラモニタのON/OFFプッシュボタンを押します。

5. Windowsが立ち上がったらパスワード｢scitex｣を入力し、PCデスク
トップ上の[Lotem 800]アイコンをダブルクリックします。

6. Brisqueの電源をONにします。☞ P. 10『ログイン』

Lotem 800 Quantum User Guide
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本機の電源をOFFにするには．．．

1. PCコントローラモニタで<Routine Functions>をクリックします。

2. [Routine Functions]メニューで<Shut Down>をクリックします。

3. ｢Confirm｣メッセージで<Shut Down>をクリックします。

4. Windowsの[Start]メニューで[Shut Down]を選択してコンピュータの
電源をOFFにします。

5. ｢コンピュータの電源を切る準備ができました｣という意味のメッセ
ージが表示されたら、本機リアパネルのON/OFFプッシュボタンを
押します。

Lotem 800 Quantum User Guide
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Brisqueでのログイン、ログアウト、シャットダウン

ここでは、Brisqueでのログイン、ログアウト、シャットダウンの手順を
説明します。

ログイン

Brisqueの電源をONにすると、システムが自動的に立ち上がります。そ
れから少したって｢console login｣プロンプトが表示されます。

システムにログインするには．．．

1. ｢console login｣プロンプトで｢cdesci｣とタイプして<Enter>を押しま
す。

2. もう一度<Enter>を押してログインの確認をします。それから少した
つと、Creo Serversのロード中であることを知らせるメッセージが表
示されます。

3. ログインの間にプロセス/アプリケーションが正しくロードされなか
ったり、ボードが認識されない場合は、エラーの内容を知らせるメ
ッセージが表示されます。この場合でも、<Continue logon>をクリッ
クしてログインを続行してください。ただし、エラーの内容をシス
テム管理者に連絡して、適切な処置をとってください。

ログインが完了すると、Brisqueのデスクトップにラウンチパッドが開き
ます。

警告：シャットダウンは不用意に行わないでください。
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ログアウト

Brisqueからログアウトすると、デスクトップの状態(開いているウィン
ドウなど)がそのまま保存されます。次回にログインするときには、デス
クトップが今回の状態で再表示されます。ログアウトは、作業が終わっ
てもコンピュータの電源をOFFにする必要がない場合に、行ってくださ
い。

システムからログアウトするには．．．

1. Brisqueのラウンチパッドで、<Exit>をダブルクリックします。

2. <Continue logout>をクリックして続行します。ログアウトが完了す
ると、｢console login｣プロンプトが表示されます。
ログアウトを中止する場合は、<Cancel logout>をクリックしてくだ
さい。

別法

1. Brisqueのデスクトップを右クリックするか、ラウンチパッドのコン
トロールボックスを左/右クリックします。ポップアップメニューが
開きます。

2. <Log out>をクリックします。[Logout Confirmation]ウィンドウが開
きます。

3. <Continue logout>をクリックして続行します。ログアウトが完了す
ると、｢console login｣プロンプトが表示されます。
ログアウトを中止する場合は、<Cancel logout>をクリックしてくだ
さい。

重要：ログアウトの途中でフリーズした場合は、システムをリセットしてくだ
さい。☞ P. 12『リセット』

参考：シャットダウンを行う前にコンピュータの電源をOFFにしないでくださ
い。☞ P. 12『シャットダウン』

警告：コンピュータの電源をOFFにする場合は、必ずログアウトとシャットダ
ウンを行ってからOFFにしてください。
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シャットダウン

データおよびシステムファイルが壊れる可能性がありますので、システ
ムを正しくシャットダウンするまでは、Brisqueの電源をOFFにしない
でください。

システムをシャットダウンするには．．．

1. ログアウトを実行します。☞ P. 11『ログアウト』

2. ｢console login｣プロンプトで｢shutdown｣とタイプします。これでシ
ャットダウンの処理が開始します。

リセット

システムがフリーズした場合は、以下のようにしてリセットします。

1. <Ctrl>+<Alt>+<Backspace>を同時に押して｢console login｣プロンプト
に戻ります。

2. 通常と同様にログインを実行します。☞ P. 10『ログイン』

参考：システムをリセットすると、フリーズの前に行った変更は無効になりま
す。リセットの後に変更をやり直してください。

警告：ログアウトとシャットダウンを正しく行わずに、Brisqueの電源をOFF
にすることは避けてください。このようにすると、データおよびシステ
ムファイルが壊れることがあります。

参考：ハードウェアによっては、｢Halt Completed｣プロンプトの表示後、コン
ピュータの電源をOFFにできる状態になります。それ以外の場合は、自
動的に電源がOFFになります。

参考：システムの処理スピードが落ちた場合は、メンテナンスのためシャット
ダウンを行っても結構です。ただし、一週間に何度もシャットダウンす
ることは避けてください。

Lotem 800 Quantum User Guide
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概要

PCコントローラモニタはLotem 800 Quantumのユーザーインターフェイ
スで、本機の動作監視、状態通知、情報表示を行います。本機の制御は
内蔵のPCコントローラが行います。PCコントローラモニタは、本機の
近くのデスクに乗せてください。☞ P. 5の図3 本機で処理するジョブデ
ータは、PCコントローラに接続したBrisqueから転送します。☞ P. 6の

図4

図6：PCコントローラモニタ

参考：上図のプレートセッタはDLC構成です。
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ユーザーインターフェイス

PCコントローラモニタのデスクトップでPCコントローラアプリケーシ
ョンを起動すると、各種インジケータ、ボタン、ポップアップメニュー、
ウィンドウなどが表示されます。

ユーザーインターフェイスはワークフローに即しており、コンピュータ
の知識がそれほどなくても簡単に扱うことができます。主な特長は以下
の通りです。

● ステータスインジケータの色分けによって、本機の状態が随時表示
されます。例えば、PCコントローラモニタから離れて露光済みのプ
レートをチェック中に、本機で問題が起きた場合でも、[ATTEN-
TION]インジケータでわかります。

● 画面上の各項目は、遠くからでも見える大きさになっています。PC
コントローラモニタから離れた場所にいても、本機の状態を確認す
ることができます。

● モニタ画面は下図のように、機能別に各部に分かれています。

図7：メインウィンドウの各部(プレートセッタはDLC構成)

Lotem 800 Quantum User Guide
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ステータスインジケータ

ステータスインジケータは色分けされて大きめに表示されるので、PCコ
ントローラモニタから離れていても本機の状態がわかります。例えば、
[WORKING]から[ATTENTION]に切り替わった場合なども、一目で確認
することができます。

SERVICE (紫)：ドアが開いているか、パネルが定位置にありません(メ
インウィンドウにインターロックインジケータが表示されます)。ある
いは、本機が保守作業中であることを示しています。ドアが開いている
場合は、オンラインマシンビューにその状態が表示されます。

ATTENTION (赤)：本機が処理を中止しており、ユーザーによる処置が
必要です。あるいは、点検を要する問題が起きています。メッセージセ
クションに状態別のメッセージが表示されます。問題を解決するまで、
通常の処理は再開しません。

WORKING (緑)：本機でジョブの処理が進行中です。この状態で、後続
のジョブをBrisqueから転送したり、DLCではメイントレーから本体へ
給版している間に、次のジョブに使用するプレートをアッパートレーに
装填することができます。

READY (青)：本機は処理が可能でオンラインになっています。この状
態でプレートをロードして露光を始めることができます。

OFF-LINE (灰色)：[READY]と同様ですが、プレートの露光やキャリブ
レーションテストは行えません。これ以外の機能は使用可能です。
[START UP]の後とオペレーションメニューで<Stop>をクリックした後
は、自動的に[OFF-LINE]になります。本機をREADYモードにするには、
[Routine Functions]メニューで<On Line>をクリックします。

START UP (緑)：本機が起動中です。すべてのコンポーネントがホーム
ポジションへ移動します。
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オペレーションメニュー

オペレーションメニューは、ステータスインジケータの右側にあります。
PCコントローラアプリケーションの使用中は、ここで各種の操作オプシ
ョンを選択します。<Cassette Setup> <Routine Functions> <Utilities>
<Preferences>をクリックすると、各々のメニューが開きます。この他に
<Stop>もあります。

[Cassette Setup]メニュー

Release Cassette

Release Tray (DLC専用)

[Routine Functions]メニュー

[Routine Functions]メニューを開くには、<Routine Functions>をクリッ
クします。このメニューには、本機に対して日常的に実施する操作オプ
ションが入っています。

このボタンは、シングルカセット構成では使用できません。

シングルカセットにプレートを装填するときに使用します。

カセットを抜く手順について☞ P. 32『プレートの装填』

[Cassette Setup]メニューを開くには、<Cassette Setup>をクリックしま
す。

カセット/アッパートレーを抜いたり、プレートを着脱するには、以下
のオプションを選択します。
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Open Front Door

フロントドアが開くとセーフティインターロックがONになり、本機の
各部(ドラムモーターやレーザーシステム)が作動しなくなります。ステ
ータスインジケータは[SERVICE] (紫)に切り替わります。その下には、
インターロックインジケータと開いているドアの名前が表示されます。

Open Rear Door

Loading System

Unload Media

通常は、メディアの処理後に自動的にアンロードするので、このオプシ
ョンを使用する必要はありません。ただし、メディアが正しくロードさ
れない場合や、露光が中断した場合は、このボタンでメディアをドラム
からアンロードします。

このボタンは、メディアがドラム上にあり本機が停止中に限り、選択可
能になります。

[Unload Media]や[Restart Plate State]などのオプションが入っているサ
ブメニューを開きます。

ドアを開く手順は[Open Front Door]と同様です。

参考：フロントドアを開くには、オンラインマシンビューでクリックする方法
もあります。

1. クリックしてフロントドアを開きます。

2. ドアのロックが30秒間外れます。この間にドアを少し押し込んでく
ださい。

3. その後、ドアを持ち上げて全開にします。
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Restart Plate State

Offline Cassette

<Offline Cassette>をクリックすると、[Offline Cassette]ウィンドウが開き
ます。☞ P. 38『オフラインカセットの設定』

Messages

参考：メッセージの全文を見るには、[Description]の見出しの縦線をダブルク
リックするか、ドラッグで欄の幅を変えてください。

メッセージウィンドウを開きたいときにクリックします。本機の作動中
に問題が起きると、メッセージウィンドウにエラーメッセージが記録さ
れます。このウィンドウはエラーが記録されると自動的に開き、現在の
エラーメッセージをハイライト表示します。また、今回の処理中に記録
された全エラーメッセージを一覧表示します。

シングルカセット構成では、複数のカセットがある場合のみ使用します。
現在使用中でないカセットのプレートの設定が行えます。

参考：本機にはカセットが1つ付属していますが、追加のカセットを別途にご
購入いただけます。

エラーメッセージが表示された場合は、このボタンで本機のステータス
をリセットすることができます。

参考：このボタンをクリックする前に、ドラムにプレートが巻き付いていない
ことを確認してください。
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19



メッセージウィンドウには4つのボタンがあります。

上下の矢印：上下にスクロールして前後のメッセージを表示させます。

Reset：エラーメッセージの原因になった問題を解決した後、本機をリセ
ットします。☞以下の『Reset Machine』

Help：オンラインヘルプを呼び出します。

Reset Machine

On Line

Shut Down

[Utilities]メニュー

Expose Params

Log Files

[Machine task]リスト、2つの[Log message]ウィンドウ(点検用)、
[Expose queue]リスト(Brisqueからのデータに基づく)を開きます。

露光関連のマシンパラメータがある[Expose Info]ウィンドウを開きま
す。このウィンドウは、露光前でも露光中でも開くことができます。

[Utilities]メニューを開くには、<Utilities>をクリックします。ここには
以下のオプションがあります。

PCコントローラアプリケーションを終了します。☞ P. 8『電源のON/

OFF』

ステータスインジケータが[OFF-LINE]のときは、プレートの露光が行
えません。プレートを露光するには、<On Line>をクリックしてステー
タスインジケータを[READY]にしてください。

停止の原因となった問題を解決した後など、本機をリセットしたいとき
にクリックします。そうすると、[Reset Confirm]メッセージで｢Yes｣か
｢No｣の確認を求めてきます。ステータスインジケータは、問題発生前の
状態に応じて[READY] [OFF-LINE] [WORKING]のどれかに戻ります。

参考： [Reset Machine]の機能は、メッセージウィンドウの<Reset>と同じです。
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Machine Info

Hardware

Diagnostics

Remote Support

サービスエンジニアによるリモートサポートを受けるには、<Yes>をク
リックします。

このボタンをクリックすると下図のダイアログが開きます。

現バージョンでは使用できません。

本機のハードウェア情報のウィンドウを開きます。

PCコントローラアプリケーションのバージョン情報のウィンドウを開
きます。

Lotem 800 Quantum User Guide
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Users

[Setting]メニュー

Media Definitions

新しく使用するプレートのタイプは、[Media Definitions]で設定します
(プレートの設定はロードの前に行ってください)。この他に、既存プレ
ートのパラメータ変更、不要になったプレートの削除も行えます。☞ P.

28『メディアの設定』

[Setting]メニューを開くには、<Setting>をクリックします。ここには以
下のオプションがあります。

ユーザーのタイプを指定します(アプリケーションと環境の一部の設定
は、サービスおよびR&D専用となっています)。<Users>をクリックす
ると、[Define User]ダイアログが開きます。[User Type]でユーザーのタ
イプ([User] [Service] [R&D])を選択し、パスワードを入力して<OK>を
クリックします。
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22



Cassette Configuration

Preferences

<Stop>ボタン

緊急停止が必要な場合は、オペレーションメニューで<Stop>をクリック
します。これでドラムその他の機械動作が直ちに停止し、プレートは現
在位置に止まります。

環境の設定は[Preferences]で行います。[Preferences]ウィンドウでは、
単位と言語を選択することができます。

Units：プレートのサイズや厚さなどの表示・設定用の単位を選択しま
す。[cm]か[inch]を選択してください。

Language：ユーザーインターフェイスの表示言語を選択します。現在
は[English]のみです。

参考：新しいカセットの初回使用時には[Cassette Configuration]ウィンドウが
自動的に開きます。それ以外のときにこのウィンドウを開くには、
[Settings]メニューで[Cassette Configuration]を選択します。

新しいシングルカセットを挿入したときに自動認識させることができま
す。カセットにデフォルトの名前の代わりに、ユーザー指定の名前をつ
けることもできます。詳細について☞ P. 35『カセットの挿入』
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オンラインマシンビュー

ここには本機のイメージが表示され、現在の状況をシミュレーション画
面でチェックすることができます。オンラインマシンビューの主な特長
について以下に説明します。

オペレーションの表示

本機がWORKINGモードのときは、現在のオペレーションを確認するこ
とができます。プレートがドラムへロードされ、ドラムが回転するとこ
ろを見ることができます。作業の進行状況は円グラフで表示されます。

カセット内容の表示

シングルカセット構成では、カセットの内容(プレートのタイプと枚数)
がオンラインマシンビューのカセットの上部に常時表示されます。

図8：カセット内容の表示

インターロックインジケータ

セーフティインターロックがONになると、ステータスインジケータが
[SERVICE] (紫)に切り替わります。その下には、インターロックインジ
ケータと当該箇所の名前が表示されます。この場合は、ドアが開いてい
ることや、パネルが定位置にないことが考えられます。

セーフティインターロックの詳細について☞『Lotem 800 Quantum Safety
Precautions for User』
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図9： SERVICEモードのメインウィンドウ(カセットが外れているためインター

ロックインジケータを表示)

ATTENTION

本機がATTENTIONモードのときは、問題の原因(プレートの詰まりな
ど)を確認することができます。

インタラクティブな操作

カセットをクリックしてプレートセッタから抜くことができます(シング
ルカセットとDLCのみ)。フロントドアとリアドアをクリックして開く
こともできます。これは、[Routine Functions]メニューで<Open Front
Door>と<Open Rear Door>をクリックするのと同じです。

参考：カーソルをドアまたはカセットに合わせると、P. 26の図のように緑色
に変わります。
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図10：カーソルをフロントドアに合わせると緑色に変わる
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メディアの設定

本機で出力するプレートの設定は、プレートを装填する前に行います。

Lotem 800 Quantum用のプレート仕様

Lotem 800 Quantum User Guide
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サイズ

Lotem 800 Quantum

最小サイズ

457×381 mm

最大サイズ

1,130×905 mm

枚数

シングルカセット

DLCメイントレー

DLCアッパートレー

0.2 mmプレート

130

105

15

0.3 mmプレート

100

60

10



プレートの設定をするには．．．

参考：上図のプレート名は一例であり、特定メーカーの製品を推奨するもので
はありません。本機はメーカー各社の様々な仕様のプレートに対応して
います。

1. [Settings]メニューの[Media Definitions]をクリックして[Media Defi-
nitions]ウィンドウを開きます。このウィンドウの[Media List]には、
設定済みのプレートその他のメディアが表示されます。
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2. <New>をクリックします。

3. [TH Name]ボックスでTH名を選択します。

4. [Class]ボックスでメディアのタイプを選択します。

5. [Name]ボックスにプレート名を入力します。プレートのタイプかユ
ーザーの名前を入力するとよいでしょう。

6. [Manufacturer]ポップアップリストでプレートのメーカーを選択する
か、別途に名前を入力します。

7. [Type]ボックスには、TH名に従って[Positive]または[Negative]が表
示されます。

8. [Height]ポップアップリストでプレートの高さを選択するか、別途に
mm単位で入力します。

9. [Width]ポップアップリストでプレートの幅を選択するか、別途に
mm単位で入力します。

10. [Thickness]ボックスにプレートの厚さを入力します。厚さはプレー
トのパッケージに記載されているはずですが、マイクロメーターで
測定することをお勧めします。厚さの範囲は0.15～0.3 mmです。

11. <Save>をクリックします。新規プレートの名前が[Media List]に加わ
ります。

12. 他に使用するプレートについても上記の手順を繰り返します。

既存プレートのパラメータを変更するには．．．

1. [Media List]で目的のプレートを選択します。そのパラメータが
[Media Parameters]セクションに表示されます。

2. プレートの各パラメータを変更します。

3. <Save>をクリックしてパラメータを保存します。

参考：プレートの名前は、[Current Cassette]ウィンドウ(P. 37)と[Offline
Cassette]ウィンドウ(P. 39)にも表示されます。
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プレートを削除するには．．．

1. [Media List]でプレートを選択して<Delete>をクリックします。

シングルカセットの使用方法

本機への給版には以下の準備が必要です。

● カセットをプレートセッタから引き出す

● プレートをカセットに装填する

● カセットをプレートセッタに挿入する

カセットの引出し

以下のような場合は、カセットを引き出します。

● 本体内のカセットに同じプレートを追加する

● 本体内のカセットに違うプレートを装填する

● 別のカセットを挿入する

参考：上部ドアが両方とも閉じていてローディングシステムが静止していれ
ば、カセット挿入口のピンはカセットを挿入するまで押下状態になって
います。

参考：プレートの名前を変更するには、<Delete>でプレートを削除してから
<New>で設定をやり直してください。
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1. メインオペレーションメニューで<Cassette Setup>をクリックし、メ
ニューで[Release Cassette]を選択します。あるいは、オンラインマ
シンビューでカセットをクリックします。これで、カセットが本機
から外れた状態で表示されます。

図11：メインウィンドウでのカセット表示

2. カセットを本体内に固定するピンが外れます(機械音が聞こえます)。

3. カセットの前に立ち、足でキャスター固定用のストッパーを外しま
す。

4. カセットを引き出します。

5. プレートがある場所までカセットを移動させます。

プレートの装填

プレートをカセットに装填するには．．．☞ P. 34の図

参考：カセットをプレートのそばに置いてください。プレートの束は重いので、
運搬にはカセットを使用してください。
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1. カセットの両側のフックを外してカバーを開きます。

2. 左右と奥のプレートガイドのノブを緩めてガイドをずらします。

3. それまでと違うサイズのプレートを装填する場合は、左右のガイド
を外側にずらします。一方を動かすと、もう一方も自動的に動きま
す。奥のガイドは後方に押します。

4. 一番下のプレートに傷がつくのを防ぐため、その下に厚紙を敷きま
す。プレートの包装に厚紙が入っていない場合は、プレートと同寸
の厚紙を敷いてください。

5. プレートの膜面を下向きにして、厚紙を敷いたカセットに入れます。

6. プレートを何組かまとめて装填する場合は、その間から厚紙を抜き
ます。厚紙は一番下だけに敷いてください。

7. 左右のガイドを内側に寄せ、先端の丸い部分をプレートの端に軽く
触れさせます(強く押し付けないでください)。プレートは左右のガイ
ドで自動的にセンタリングされ、ドラムに装填するときに中心線に
揃うようになっています。

8. 奥のガイドを寄せてプレートの端に軽く触れさせます。

9. 3個のプレートガイドのノブを締めます。

10. カセットのカバーを閉じて両側のフックをはめます。

参考：プレートを一度に多数(26枚以上)装填する場合は、手で揃えてから
ガイドを寄せてください。

参考：プレートの端は鋭利なので、保護用の手袋を着用してください。こ
れでプレートに指紋がつくのを防ぐこともできます。

参考：それまでと同寸のプレートを追加する場合は、プレートに傷がつく
のを防ぐため、左右のガイドだけをずらしてください。
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図12：プレートをカセットに装填する
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カセットの挿入

プレートをカセットに装填したら、カセットを本機に挿入します。

1. メインウィンドウを見て、オンラインマシンビューのカセットが本
機から外れていること、本機がSERVICEモードになっていること、
インターロックインジケータがカセットインターロック開を表示し
ていることを確認します。☞ P. 32の図 カセット挿入口のピンは、
押下状態でなければなりません(ピンが飛び出していると、カセット
が挿入できません)。

2. カセットを挿入口の前まで移動させます。

3. カセットを挿入口に対して斜めにして、カセットの一方の角を挿入
口に押し込みます。次に、カセットを挿入口と平行にしてもう一方
の角を押し込みます。

図13：カセットの挿入

4. 機械音がしてカセットが固定されるまで、挿入口に押し込みます。
正しく固定されているのを確認するため、カセットが引き出せるか
試してください。これでカセットが出てきた場合は、確実に押し込
んで固定してください。

参考：名前を入力しないとデフォルトの名前がつきます。

Lotem 800 Quantum User Guide

35



カセットの初回使用時は．．．

このカセットを初めて使用する場合は、[Cassette Configuration]ウィン
ドウが自動的に開きます。

図14：カセット挿入時の[Cassette Configuration]ウィンドウ

5. [Type]ポップアップリストでカセットのタイプを選択します。シン
グルカセットについては[Single Load]を選択してください。

6. [Name]ボックスにカセットの名前を入力します。
これでウィンドウは下図のようになります。

図15：設定済みの[Cassette Configuration]ウィンドウ

7. <OK>で設定を確定します。

参考：もう1つのオプションは[DLC]です。☞『Using the Lotem 800V with
the DLC - Version 1.0』
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[Current Cassette]ウィンドウが開きます。

図16：[Current Cassette]ウィンドウ

[Cassette Name]ボックスには、[Cassette Configuration]ウィンドウ
で設定した名前が自動的に表示されます。[Offline Cassette]オプショ
ンを使用する場合は、以下の10へ進んでください。そうでない場合
は、以下の8へ進んでください。

参考： [Offline Cassette]についてはP. 38で説明します。

参考：上図のプレート名は一例であり、特定メーカーの製品を推奨するも
のではありません。本機はメーカー各社の様々な仕様のプレートに
対応しています。
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8. [Name]ボックスでプレートの名前を選択します。ここには、[Media
Definitions]ウィンドウで設定済みのプレートの名前が表示されます。
このウィンドウには、選択したプレートのポジ/ネガ、サイズ、厚さ
が表示されます。

9. [Quantity]ボックスにカセット内のプレートの枚数を入力します。

10. [Current Cassette]ウィンドウの設定が正しければ、<OK>で確定しま
す。これでプレートの露光を始めることができます。

カセットの2回目以降の使用時は．．．

初回使用時に[Cassette Configuration]ウィンドウでカセットの設定をし
てあれば、このウィンドウは開きません。その代わりに、[Current
Cassette]ウィンドウが自動的に開きます。

オフラインカセットの設定

[Offline Cassette]はシングルカセットとDLCの両方に対応しており、現
在使用中でないカセットのプレートの設定が行えます。本機にはカセッ
トが1つ付属していますが、追加のカセットを別途にご購入いただけま
す。

カセット(トレー)の挿入前にオフラインでプレートの設定をすれば、時
間の節約になります。第一カセットのプレートの処理中に、第二カセッ
トのプレートの設定をすることができます。その後に第二カセットを挿
入すると、[Current Cassette]ウィンドウが開いて該当するプレートの名
前と枚数が表示されます。

参考：シングルカセット構成では、複数のカセットがある場合のみ以下の手順
を実施します。

参考： [Cassette Configuration]ウィンドウは、[Settings]メニューからいつでも
開くことができます。
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オフラインカセットの設定をするには．．．

図17：[Offline Cassette]ウィンドウ(DLCメイン用)

2. [Cassette Name]ポップアップリストでカセットの名前を選択します。
デフォルトの名前を変更した場合は、ここに新しい名前が表示され
ます。そうでない場合は、デフォルトの名前が表示されます。上図
の｢001_Main｣ (および｢002_Main｣は、シングルカセットを指してい
ます。｢003_Main｣はDLCのメイントレーを指します。

参考：デフォルトの名前を変更するには、[Cassette Configuration]ウィン
ドウを使用します。☞ P. 36

1. [Routine Functions]メニューで[Offline Cassette]を選択します。
[Offline Cassette]ウィンドウが開きます。
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3. [Name]ボックスでプレートの名前を選択します。ここには、[Media
Definitions]ウィンドウで設定済みのプレートの名前が表示されます。
このウィンドウには、選択したプレートのパラメータが表示されま
す。

4. [Quantity]ボックスにカセット内のプレートの枚数を入力します。

5. <Apply>をクリックして設定を確定します。

このシングルカセットを本機に挿入すると、[Current Cassette]ウィンド
ウが上記の設定で自動的に開きます。

プレート各部のサイズ

ここでは、プレート各部のサイズと画像エリアについて説明します。こ
の2つを理解しておくことで、プレート出力の条件、印刷機とプレート
の条件、画像のオフセットを正しく設定することができます。

天の余白：Brisqueのプレスフォーマットで設定します。プレートの上
端から画像エリアまでの間隔です。｢くわえしろ｣と言うこともあります。
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天の余白 グリッパー

地の余白

6 mm以上(網掛け部分)

プレートサイズ＝770×1,030
最大画像エリア＝754×1,030

10 mm以上(網掛け部分)



地の余白：Brisqueのプレスフォーマットで設定します。プレートの下
端から画像エリアまでの間隔です。

H (Height)：プレートの高さ(ドラム円周方向)

W (Width)：プレートの幅(ドラム軸方向)

ポジプレートのネガ露光では、プレート膜面の上下に露光されない部分
が焼き残ります。焼き残り部分の大きさは、以下のようになります。

● 天の余白：幅はプレートと同一、高さは10 mm以内。

● 地の余白：幅はプレートと同一、高さは6 mm以内。

画像の位置合わせは、Brisqueの[Plate Expose]ウィンドウの[Alignment]
によって決定されます。詳細について☞ P. 112『Plate Exposeパラメータの

設定』
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機器設定を開く

本機の設定、デバイスパラメータの表示、プレスフォーマットの設定、
Excurveキャリブレーションとトーンリプロダクションには、Brisqueの
[Output Devices Handling]ウィンドウを使用します。

[Output Devices Handling]ウィンドウを開くには．．．

1. Brisqueのラウンチパッドで[Setup]パネルを開きます。

図18：[Setup]パネル

2. [Devices]アイコンをダブルクリックして[Output Devices Handling]
ウィンドウを開きます。

[Output Devices Handling]ウィンドウ

出力機の設定はすべてこのウィンドウで行います。新規の出力機の設定
をすること、既存の出力機の設定を変更・削除すること、出力機への接
続を再設定することができます。

このウィンドウには、出力機のグループ、ファミリー、機器設定、およ
び各々の機器設定に対応するオペレーションが表示されます。一部の出
力機に専用のオペレーションとすべてに汎用のオペレーションのどちら
も、[Operations]セクションのボタンで実行することができます。
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図19：[Output Devices Handling]ウィンドウ
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[Device]セクション

<拡大・縮小>
ボタン

設定済みの機器(デフォルト) [Operations]セクション



項目 説明

[Device]セクション このセクションには3つの欄があります。

Device Type：最上層にデバイスグループ
([PlateSetter] [ImageSetter] [Proof] [Improof]
[Half Tone Proof])が表示され、次の階層にデ
バイスファミリー([PlateSetter]グループなら
ば[Lotem] [Trendsetter]、[Half Tone Proof]グ
ループならば[Lotem Spectrum] [Trendsetter
Spectrum] [Kodak])が表示されます。各階層
の表示と非表示の切替えは、左側の三角で行
います。

Logical Name：出力機の固有名称が表示され
ます。これを選択すると、[Operations]セク
ションで該当するオペレーションが選択可能
になります。

Model：出力機の総称が表示されます。

<拡大・縮小>ボタン [Device]セクションの階層の表示と非表示を
一括して切り替えます。

New 新規の出力機の設定をするため[Dev i c e
Wizard]を開きます。

Modify 既存の出力機の設定を変更するときにクリッ
クします。

Delete 出力機の設定を削除します。
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項目 説明

Reconfigure 出力機への接続を再設定します。オンライン
モードの出力機への接続をやり直すには、
<Reconfigure>をクリックします。そうすると、
接続確認のメッセージまたは接続不能の警告
が表示されます。出力機についての設定情報
は、Brisqueのデータベースに記録されます。
ただし、出力機の切断や異常は記録されず、
そのことについての警告も表示されません。
そのため、出力機の使用前には常に <Re -
configure>をクリックすることをお勧めしま
す。

[Operations]セクション 出力機に対して可能なオペレーションが表示
されます。各ボタンとも、機器設定を選択し
ないと使用できません。また、一部の出力機
に専用のオペレーションとすべてに汎用のオ
ペレーションがあります。

Set as Default 未使用

Exit [Output Devices Handling]ウィンドウを閉じ
ます。
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本機の設定

Lotem 800 Quantumが設定済みかどうかを確認するには．．．

1. [Output Devices Handling]ウィンドウで、[PlateSetter]アイコンの左
側の矢印をクリックします。

2. [Lotem]アイコンの左側の矢印をクリックします。Lotemの設定がす
んでいれば、設定済みの機器として表示されます。また、デフォル
トのプレートセッタになっていれば、名前がグリーンで表示されま
す。

新しいLotem 800 Quantumの設定をするには．．．

1. [Output Devices Handling]ウィンドウで<New>をクリックします。下
図のウィンドウが開きます。

2. [Logical Name]ボックスに固有名称をタイプします。

3. [Device Group]リストボックスで[Platesetter]を選択します。これで、
[Device Family]リストボックスの表示が[Lotem]になります。

4. [TCP/IP address]ボックスにアドレス(149.115.54.80など)をタイプし
ます。
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5. <Next>をクリックします。これで機器の要約が表示され、機器のタ
イプが｢LotemQuantum｣になります。
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6. <Next>をクリックします。ウィンドウの表示が下図のようになりま
す。

7. [Screen Board]の上で[TSP0]、下で[TSP1]を選択し(デフォルト)、
<Save>で機器設定を保存します。接続が完了すると、確認のメッセ
ージが数秒間表示されます。[Output Devices Handling]ウィンドウの
[Lotem]アイコンの下には、[LotemQuantum]が表示されます。

参考：一方のTSPボードに問題がある場合は、もう一方の1枚だけで本機を稼
働することができます。ただし、こうすると生産性が大幅に低下するの
で、なるべく2枚のTSPボードを使用してください。
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Lotem 800 Quantumの設定を変更するには．．．

1. [Output Devices Handling]ウィンドウで[LotemQuantum]を選択して
<Modify>をクリックします。ウィンドウの表示が下図のようになり
ます。[Device Model]には自動的に[LotemQuantum]が表示されます。

2. 必要に応じて[TCP/IP address]の設定を変更します。
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3. <Next>をクリックします。ウィンドウの表示が下図のようになりま
す。

4. <Next>をクリックします。ウィンドウの表示が下図のようになりま
す。1枚のボードで本機を稼働する場合は、[Screen Board]リストボ
ックスで[Disabled]を選択します。

5. <Save>で機器設定を保存します。更新が完了すると、確認のメッセ
ージが数秒間表示されます。[Output Devices Handling]ウィンドウの
[Lotem]アイコンの下には、変更後の[LotemQuantum]が表示されま
す。
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Lotem 800 Quantumの設定を削除するには．．．

1. [Output Devices Handling]ウィンドウで目的の機器設定を選択して
<Delete>をクリックします。削除の確認を求めるダイアログが表示
されます。

2. 確認のダイアログで<Yes>をクリックします。その機器設定が[Out-
put Devices Handling]ウィンドウから削除されます。

Lotem 800 Quantumへの接続を再設定するには．．．

1. [Output Devices Handling]ウィンドウでLotemの機器設定を選択しま
す。

2. <Reconfigure>をクリックします。これで本機からデータが読み込ま
れ、接続の検証が行われます。本機が再接続された場合は、確認の
メッセージが数秒間表示されます。そうでない場合は、接続不能の
警告が表示されます。

重要：前もってケーブル類が確実に接続されていることを確認してください。
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本機のオペレーション

View

PCコントローラのデータベースに保存されたデバイスパラメータを確認
することができます。

Lotemのパラメータを確認するには．．．

1. <View>をクリックしてパラメータウィンドウを開きます。ここには3
枚のタブがあります。

2. [General]タブを開きます。接続関連のパラメータが表示されます。
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3. [Media]タブを開きます。接続された機器内のプレートセットが表示
されます。現在装填中のプレートのサイズと厚さは、[Currently
installed plates]ボックスに表示されます。
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4. [Parameters]タブを開きます。長さ、幅、解像度(60～140 dpm)、パ
ンチシステムなど露光関連のパラメータが表示されます。

5. <OK>をクリックして終了します。

Press Format

☞ P. 58『プレスフォーマット』

Excurve Calibration

☞ P. 65『Excurveによるキャリブレーション』

Tone Reproduction

☞ P. 86『トーンリプロダクション』
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Screen Set

Reset Screen Board

露光のプロセスが何かの理由で中断した場合は、<Reset Screen Board>で
スクリーンボード(TSPまたはVLSI)をリセットします。

<Reset Screen Board>はエラーに対処するためのオプションですので、プ
ロセスが正常に進行しているときには使用しないでください。スクリー
ンボードをリセットすると、プロセスがストップして処理中のフィルム/
プレートが使用不能になることがあります。また、システムがフリーズ
することもありますので、その場合はステーションを再起動してくださ
い。

☞『Brisque User Guide』の『Screening』の章
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プレスフォーマット

プレスフォーマットは、プレートのサイズや厚さ、くわえしろ、パンチ
システムなど、印刷機のプレート条件をまとめたものです。最終的に使
用するプレートは、プレスフォーマットに設定されたパラメータに準拠
することが必要です。

アプリケーションの起動

アプリケーションを起動するには．．．

1. Brisqueのラウンチパッドまたは[Setup]パネルで[Devices]アイコン
をダブルクリックします。[Output Devices Handling]ウィンドウが開
きます。

2. このウィンドウで[PlateSetter]の横の矢印をクリックし、次に
[Lotem]の横の矢印をクリックします。Lotemの機器設定を選択しま
す。これで該当するオペレーションが選択可能になります。

3. [Operations]セクションで<Press Format>をクリックします。[Press
Format List]ウィンドウが開きます。

参考：Brisqueのデフォルトのプレスフォーマット｢DefaultPress｣と
｢DefaultProofPress｣は、削除できません。
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カスタムプレスフォーマットの作成

新規のプレスフォーマットを作成するには．．．

1. [Press Format List]ウィンドウで<New>をクリックします。[Plate
Setter Config in new mode]ウィンドウが開きます。
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項目 説明

Press Format プレスフォーマットの名前です。

Plate Size 印刷機に装填可能なプレートのサイズを
指定します。

(ドラム円周方向)

プレートの高さを指定します。

(ドラム軸方向)

プレートの最小および最大の幅を指定し
ます。

Margins Head/Tail

プレート上で露光されない天地の余白で
す。これらは印刷機の条件によって決ま
ります。

P. 40の図では、天の余白が10 mm、地の
余白が6 mmになっています。

Left/Right

プレート上で露光されない左右の余白を
設定することができます。左右とも0 mm
以上を任意に設定することができます。

Plate Thickness 印刷機の条件に合わせて、使用するプレ
ートの厚さの最小値と最大値を指定しま
す。

参考：厚さの最大値は、PCコントローラデ
ータベースに設定済みの厚さよりも大
きくしないでください。この設定値を
見るには、[Plate Set]アイコンをクリ
ックします。
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項目 説明

Max. Screen Frequency このパラメータは現在のところ表示のみ
で、プレート出力には反映されません。

Device List 接続してある機器が表示されます。現在
のところ、Brisqueに接続できるLotemは
1台だけです。

Punch System 本機に装備されたパンチシステムのうち
で稼働させるものを指定します。印刷機
のパンチホールに合わせて指定してくだ
さい。[Punch System]ボックスに表示さ
れるパンチシステムは、最初にPCコント
ローラで設定したものです。☞『Lotem

800 Quantum Installation Guide』

参考：現在選択中のプレスフォーマットで直
接プレート出力すると、ここで指定し
たパンチシステムが[Plate Expose]ウ
ィンドウのデフォルトになります。

Comment ここに追加したコメントは、[Press For-
mat List]ウィンドウに表示されます。

2. [Press Format]ボックスに名前をタイプします。この名前は[Plate
Expose]ウィンドウの[Press Format]リストに表示されます。

重要：記号｢¥ / : * ? " < > ¦｣とスペースは使用しないでください。このような文
字は自動的に下線(_)に置換されます。
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3. 各ボックスでプレスフォーマットのパラメータを設定します。
<Save>をクリックしてプレスフォーマットを保存します。このプレ
スフォーマットは[Press Format List]ウィンドウに表示されます。

重要： [Plate Expose]ウィンドウの[Press Format]リストでは、適切なプレスフ
ォーマットを選択してください。[Plate Set]リストには、指定のプレス
フォーマットに合致するプレートがすべて表示されます。選択したプレ
スフォーマットとプレートセットの組み合わせが正しければ、名前が緑
で表示されます。両者の組み合わせが間違っていると、名前が赤で表示
されます。

参考：選択状態のプレスフォーマットのパラメータは、本機で設定したプ
レートのパラメータと一致していることが必要です。
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プレスフォーマットの変更

プレスフォーマットのパラメータを変更するには．．．

1. [Press Format List]ウィンドウでプレスフォーマットを選択して
<Modify>をクリックします。下図のウィンドウが開きます。

2. プレスフォーマットのパラメータを変更します。

参考： [Plate Expose]ウィンドウではプレスフォーマットを選択できますが、
変更することはできません。
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3. <Save>をクリックします。データはローカルBrisqueに保存され、
PCコントローラのデータベースにも転送されます。

プレスフォーマットの削除

プレスフォーマットを削除するには．．．

1. [Press Format List]ウィンドウでプレスフォーマットを選択して
<Delete>をクリックします。確認のダイアログが開きます。

2. <Yes>をクリックします。そのプレスフォーマットがリストから削除
されます。

ヒント：変更を加えたプレスフォーマットを別名で保存するには、<Save As>
をクリックします。
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Excurveによるキャリブレーション

Excurveによるキャリブレーションでは、テスト露光を行ってフィルム/
プレート上の網パーセントを測定します。測定値をテーブルに入力する
と、Brisqueがこのテーブルに基づいてフィルム/プレート上の網パーセ
ント再現を補正します。テーブルの作成に続いて、検証のためのテスト
を行います。なお、Excurveによるキャリブレーションの前には、必ず
Res.Intensityによるキャリブレーションを実施してください。そうしな
いと、Excurveによるキャリブレーションの結果が無意味になります。

Creo TurboScreen ProcessorでのExcurveキャリブレーション

スクリーン線数が175 lpi以下ならば、Creo Turbo Screeningはファイル
の網パーセントに対してほぼ完璧なリニアレスポンスを提供します。フ
ィルムのバイアス補正には、以下の7個の基準値で十分です。

0% 5% 25% 50% 80% 95% 100%

175 lpiを超えるスクリーン線数およびTurboScreen FMスクリーニングに
ついては、トーンレンジ全体で1～2%以内のリニアレスポンスを得るた
め、一般に11～18個の基準値が必要になります。Creoでは以下の基準
値を推奨しています。

0% 2% 5% 10% 15% 25% 35% 50% 60% 70% 80% 90% 95%
100%

参考：基準値を7個にすればビグネットの滑らかさが変化しません。

重要：まず、キャリブレーションなしのテストを行って新規のExcurveを作成
してください。次に、このテストでの実測値を用いてキャリブレーショ
ンありのテストを行ってください。
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スクリーン線数が高い場合およびTurboScreen FMスクリーニングでは、
印刷機でのドットゲインがコンベンショナルの低いスクリーン線数より
も大きくなる傾向があります。そのため、ファイルとプレートに対する
リニアレスポンスを適正に維持するには、Excurveに対する細心の注意
が必要です。印刷機でのドットゲイン補正は、トーンリプロダクション
カーブにより行います。

テスト露光

最初のテスト露光はExcurveなしで行います。これで得られるテストデ
ータ(フィルム上の網パーセント測定値)には、何の修正も加わっていま
せん。

テスト露光を行うには．．．

1. Brisqueのラウンチパッドまたは[Setup]パネルで[Devices]アイコン
をダブルクリックします。[Output Devices Handling]ウィンドウが開
きます。

2. [PlateSetter]の横の矢印をクリックして機器設定を選択します。これ
で該当するオペレーションが選択可能になります。

3. <Excurve Calibration>をクリックして[Excurve Calibration]ウィンド
ウを開きます。

詳細について☞ P. 86『トーンリプロダクション』
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4. <Calibration>をクリックして[Calibration]ウィンドウを開きます。
[Calibration Type]リストボックスで[Excurve]を選択します。これで
Excurveキャリブレーション用のパラメータが表示されます。
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項目 説明

Use Test Params from: 選択状態のテストテンプレートを表示し
ます。

Selection ブラウザを使用してテンプレートを選択
します。

Test Exposure: Calibrated：キャリブレーションなしのテ
ストストリップでの測定値に基づき、キ
ャリブレートされたパラメータを用いて
テスト露光を行います。

Uncalibrated：キャリブレートされていな
いパラメータを用いてテスト露光を行い
ます。

Options テストパラメータを微調整します。使用
するメディアとその場所、作成する色版
とテストパターンを選択します。

Periodic Test Excurveを定期的に自動検証する場合に選
択します。

Make test every：検証テストの間隔を設
定します。

Test Excurveキャリブレーションテストを実行
します。

List キャリブレーションカーブの選択と作成
に使用します。

5. <Selection>をクリックします。ブラウザが開いてテンプレートのリ
ストが表示されます。
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6. ブラウザで、キャリブレーションの基準にするExpose (Plate
Expose)パラメータが入っているテンプレートを選択します。
最終的には制作条件に合ったテンプレートを作成し、それをキャリ
ブレーションにも使用することになるでしょう。当座は、Brisqueに
付属している2つのExposeテンプレートを使用してください。
Rip80_Expose 133.jttとRip100_ Expose150.jttは、Templates/SciDef
Templatesフォルダに入っています。
[Calibration]ウィンドウへ戻ると、[Use Test Params from]ボックス
に選択したテンプレートが表示されます。
このボックスに複数のテンプレートがあると、その個数に応じたテ
スト結果が出ます。

7. [Test Exposure]セクションでは[Uncalibrated]を選択します。

8. 必要ならば、補助パラメータを設定します。

9. 上記のパラメータでテスト露光を開始するには、<Test>をクリック
します。

10. テスト露光フィルム/プレートを現像します。

11. 濃度計で各露光エリアの網パーセントを測定し、結果をメモします。

参考：正確な結果を得るため、測定に入る前に、フィルム/プレート上のゴ
ーストドットエリアに対して濃度計を0に調整してください。

参考：本機で他に何かを露光中ならば、テスト露光はその後に行われます。

詳細について☞ P. 84『補助のキャリブレーションパラメータ』
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Excurveの作成

テスト露光パッチの網パーセント測定が終わったら、このデータをもと
に、フィルム上の網パーセント再現を補正するExcurveを作成します。

新規Excurveの作成には2通りの方法があります。カーブを最初から作成
することも、既存のカーブを修正して別名で保存することもできます。

新規のExcurveを最初から作成するには．．．

1. [Calibration]ウィンドウで<List>をクリックします。[Excurve List]ウ
ィンドウが開きます。

重要：事前にIntensityキャリブレーションを行わないと、Excurveキャリブレ
ーションの結果が無意味になってしまいます。
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2. <New>をクリックします。[Edit Excurve]ウィンドウが開き、直線に
相当するデフォルト値｢0,0｣｢100,100｣が表示されます。

参考： [Measured on Media]欄はプレートも対象とします。
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項目 説明

Seps このExcurveを適用する色版を指定しま
す。通常、このオプションは[All]にして
おきますが、各版用にExcurveを作成す
ることもできます。

Units 網パーセント表示用の単位を選択します。

[Percent]は、0～100%で表示します。

[System]は、255～0で表示します。大小
は[Percent]と逆で、0が100%、255が0%に
相当します。

Comment このボックスにタイプするコメントは、
[Excurve List]ウィンドウの[Comment]欄
に表示されます。コメントはExcurveフ
ァイルの区別に役立ちます。

Enter 設定値をテーブルに追加します。

Delete 設定値をテーブルから削除します。

AutoSelect Parameters Excurveを適用する露光条件を設定しま
す。これによって、適切なExcurveを露
光のごとに自動選択させることができま
す。

3. テーブルの下のボックスにファイル設定値とメディア測定値をタイ
プします。

4. <Save>か<Save as>をクリックします。[Save]ウィンドウが開きます。

5. [Save this Excurve as]ボックスにファイル名をタイプして<OK>をク
リックします。これで[Excurve List]ウィンドウへ戻り、リストに新
しいExcurveが表示されます。

詳細について☞ P. 73『テーブルでの数値入力』
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新規のExcurveを既存のカーブから作成するには．．．

1. [Calibration]ウィンドウで<List>をクリックします。[Excurve List]ウ
ィンドウが開きます。

2. リストでExcurveを選択します。

3. <Modify>をクリックします。[Edit Excurve]ウィンドウが開き、テー
ブルに設定済みの数値が表示されます。

4. テーブルの数値とExcurveのオプションを変更します。

5. <Save as>をクリックします。[Save]ウィンドウが開きます。

6. [Save this Excurve as]ボックスに別のファイル名をタイプします。

7. <OK>をクリックします。これで[Excurve List]ウィンドウへ戻り、リ
ストに新しいExcurveが表示されます。

テーブルでの数値入力

Excurveを作成するには、ファイル設定値とメディア測定値(プレートに
も共通)をExcurveテーブルに入力します。テスト露光フィルム/プレー
トに現れる数値はファイル設定値です。濃度計で各エリアを測定すると、
この設定値と対になる測定値がわかります。

通常のExcurveテーブルには、1～100%の範囲に21組の設定値と測定値
が等間隔で並んでいます。このペアを増やすと、キャリブレーションの
精度が高くなります。ある範囲をより細かくキャリブレートする場合は、
そこにペアをいくつか追加します。例えば、シャドウに問題があればフ
ァイル設定値が低いペアを、ハイライトに問題があればファイル設定値
が高いペアを追加します。

設定値と測定値のペアをテーブルに追加するには．．．

1. [File Value]欄の下のボックスにファイル設定値をタイプします。

2. [Measured on Media]欄の下のボックスへ移り、ファイル設定値と対
になるメディア測定値をタイプします。

3. <Enter>をクリックします。新しいペアがテーブルに加わります。

参考： [Measured on Media]欄はプレートも対象とします。
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設定値と測定値のペアを変更するには．．．

➢ 削除してからもう一度タイプします。

ペアを削除するには．．．

➢ テーブルでその行を選択して<Delete>をクリックします。

グラフの表示

[Edit Excurve]ウィンドウは、MeasuredとCalculatedの2種類のグラフを
表示します。

● Measuredは、ファイル設定値とメディア測定値の関係を表すグラフ
です。

● Calculatedは自動作成されるExcurveで、設定値と測定値の食い違い
を補正します。グラフは交互に表示させることができます。

ヒント：キーボードの<Tab>キーによって、[File Value]欄→[Measured on
Media]欄→[Comment]ボックス→[File Value]欄の順に移動することが
できます。逆方向の移動は<Shift>+<Tab>で行います。

参考：1/10の位は、｢x.0%｣または｢x.5%｣という概数になることがあります。
両端(0,0と100,100)は変更・削除できません。
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グラフを見るには．．．

1. <拡大> ボタンをクリックします。もとの表示に戻すには、もう
一度クリックします。

2. [Display]の<Measured>か<Calculated>をクリックし、表示させるグ
ラフを選択します。

参考： [Measured]を選択すると、テーブルの右欄にメディア測定値が表示
されます。[Calculated]を選択すると、テーブルの右欄に自動計算さ
れた補正値が表示されます。
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カーブの滑らかさの調整

ユーザー指定のポイントの間に新しいポイントを追加して、Excurveの
滑らかさを調整することができます。

1. Excurveを滑らかにするには、[New/Edit Excurve]ウィンドウで
[Spline]を選択します。

2. [Spline]で滑らかにしたカーブをもとの状態に戻すには、[Linear]を
選択します。デフォルトでは[Linear]が選択されています。

Excurveのチェック

Excurveテーブルの作成が終わったら、[Calibration]ウィンドウへ戻って
キャリブレーションが正しく行われるかどうかをチェックします。

重要：フィルム/プレート出力に求められる精度にもよりますが、少なくとも1
日1回はExcurveをチェックすることをお勧めします。

参考： [Spline]の効果は、入力データから作成する実際のExcurveに表れま
す。[New/Edit Excurve]ウィンドウのMeasuredとCalculatedのグラ
フには、その効果が表れません。
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Excurveをチェックするには．．．

1. Excurveを初めてチェックするときには、[Calibration]ウィンドウへ
戻り、[Calibration Type]が[Excurve]になっていることを確認します。
このウィンドウが閉じている場合、または定期的なチェックを行う
場合は、ラウンチパッドで[Calibration]アイコンをダブルクリックし
て[Calibration]ウィンドウを開きます。

2. 初回のチェックでは、キャリブレーションの基準にしたExposeパラ
メータを含むテンプレートが[Use Test Params from]ボックスに表示
されます。
定期的なチェックのときに適切なテンプレートがこのボックスに表
示されない場合は、<Selection>をクリックしてブラウザを開き、チ
ェックしたいExcurveのリンク先のテンプレートを選択します。
[Calibration]ウィンドウへ戻ると、選択したテンプレートが[Use Test
Params from]ボックスに表示されます。

3. テンプレートへ移ってExposeパラメータを調べ、目的のExcurveが
リンクされていることを確認します。

4. [Test Exposure]セクションで[Calibrated]を選択します。

5. <Test>をクリックします。これで、指定のテンプレートにリンクさ
れたExcurveテーブルに従ってテスト露光が行われます。今回の露光
は、ユーザーが作成したExcurveに基づいています。

6. テスト露光フィルム/プレートを現像します。濃度計で各エリアの網
パーセントを測定し、結果をメモします。正確な結果を得るため、
測定に入る前に、フィルム/プレート上のゴーストドットエリアに対
して濃度計を0に調整してください。
メディア測定値がファイル設定値±2%ならば、これ以上の調整は不
要です。
測定値がこの範囲内になければ、Excurveによるキャリブレーション
を最初から繰り返します。濃度計での測定に正確を期し、テーブル
の設定値と測定値を多くしてください。
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Excurveの自動定期検証

Brisqueには、指定の間隔でExcurveを自動的にチェックするオプション
があります。パッチのテスト露光は、テンプレートのExposeパラメータ
に従って行われます。

自動定期検証の設定をするには．．．

1. [Calibration]ウィンドウで[Periodic Test]チェックボックスを選択し
ます。

2. [Make test every]メニューリストでテスト間隔の日数を選択します。

3. [At]の[Hrs : Mins] (時：分)ボックスでテストの開始時刻を指定しま
す。

Excurveの変更

Excurveが正確でなくなったら、キャリブレーション(Excurve)なしでテ
スト露光を行い、フィルム/プレートの網パーセントを測定し、新しいフ
ァイル設定値とメディア測定値をExcurveテーブルに入力します。まっ
たく新しいテーブルを作成することも、既存のテーブルを変更すること
もできます。

詳細について☞ P. 70『Excurveの作成』
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既存のExcurveを変更するには．．．

1. [Calibration]ウィンドウで<List>をクリックします。[Excurve List]ウ
ィンドウが開きます。

2. [Excurve List]ウィンドウで、変更するExcurveを選択します。その
Excurveがハイライト表示になります。

3. <Modify>をクリックします。[Edit Excurve]ウィンドウが開き、左上
のアイコンの横に｢Modify Curve｣と表示されます。

4. Excurveテーブルに新しいメディア測定値を入力します。

5. テーブルの変更が終わったら、<Save>をクリックします。変更した
Excurveがもとの名前で保存され、[Excurve List]ウィンドウへ戻り
ます。

Excurveを削除するには．．．

1. [Excurve List]ウィンドウでExcurveを選択します。そのExcurveがハ
イライト表示になります。

2. <Delete>をクリックします。Excurveが削除されリストから消えます。

Excurveをワークフローにリンクする

これまでは、Excurveテーブルの作成・変更の手順を学習しました。こ
こでは、露光のごとに適切なExcurveを適用する手順を説明します。

Excurveは露光条件に合わせて作成します。[AutoSelect]オプションを使
用すると、正しいExcurveを露光のごとに自動選択させることができま
す。また、Excurveをマニュアルでテンプレートにリンクし、この
Excurveをこのテンプレートでのファイル処理に適用することも可能で
す。

参考： [Measured on Media]欄はプレートも対象とします。

詳細について☞ P. 73『テーブルでの数値入力』
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Excurveをマニュアルでテンプレートにリンクするには．．．

➢ Template BuilderでExposeパラメータを設定するときに、[Expose]
ウィンドウで適切なExcurveを指定します。

[AutoSelect]オプションを使用するには．．．

1. テンプレートのExposeパラメータを設定するときに、Excurveファ
イルでなくExcurveAutoSelectファイルを選択します。

2. Excurveテーブルを作成するときに、[AutoSelect]パラメータで
Excurveを適用する露光条件を設定します。[Expose]ウィンドウで
[Excurve Auto Select]オプション(デフォルト)を選択してあれば、こ
の条件を満たすExposeオペレーションにExcurveが自動適用されま
す。

例えば、コンベンショナルアングルセットのネガフィルム出力に対して、
あるExcurveを適用するように設定したとしましょう。あるジョブの
Exposeパラメータがこの条件と一致しており[AutoSelect]オプションを
含む場合は、このExcurveがこのジョブに自動適用されます。

ヒント：ジョブによってポジ/ネガ、メッシュ設定、網点形状などの露光条件
が異なる場合は、別々のExcurveを作成して適用することをお勧めし
ます。

詳細について☞『Brisque User Guide』の『フィルム出力』または『プレ
ート出力』の章

詳細について☞『Brisque User Guide』の『フィルム出力』または『プレート
出力』の章
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[AutoSelect]のパラメータを設定するには．．．

1. [Excurve List]ウィンドウでExcurveを選択して<Modify>をクリック
します。[Edit Excurve]ウィンドウが開きます。

2. [Edit Excurve]ウィンドウで<AutoSelect Parameters>をクリックしま
す。[Excurve: AutoSelect]ウィンドウが開きます。

3. [Output]で[Negative]または[Positive]を選択し、このExcurveテーブ
ルをネガ露光とポジ露光のどちらに使用するかを指定します。

参考： [AutoSelect]オプションを使用するときには、ネガ露光とポジ露光用
にExcurveテーブルを最低1つずつ作成してください。

Lotem 800 Quantum User Guide

81



4. [Media]リストボックスをクリックし、このExcurveを適用するメデ
ィアのタイプとメーカーを選択します。リストボックスを閉じると
選択が無効になるので、開いたままにしておいてください。

[Resolution]リストボックスをクリックし、[From] [To]ボックスで解
像度の範囲を指定します。リストボックスを閉じると選択が無効に
なるので、開いたままにしておいてください。

5. [Screen Frequency]リストボックスをクリックし、[From] [To]ボッ
クスでスクリーン線数の範囲を指定します。リストボックスを閉じ
ると選択が無効になるので、開いたままにしておいてください。

参考：Lotem 800 Quantumの解像度は94.448～100です。
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6. [Dot Shape]リストボックスをクリックし、リストで網点形状を選択
します。リストボックスを閉じると選択が無効になるので、開いた
ままにしておいてください。

7. [Angle Set]リストボックスをクリックし、リストでアングルセット
を選択します。リストボックスを閉じると選択が無効になるので、
開いたままにしておいてください。

8. 設定を保存して[Excurve: AutoSelect]ウィンドウを閉じるには、
<OK>をクリックします。設定を破棄して終了するには、<Cancel>を
クリックします。

参考：リストボックスで選択できるオプションは、接続している出力機によっ
て異なります。
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補助のキャリブレーションパラメータ

Excurveによるキャリブレーションでは、いくつかの補助パラメータを
設定することができます。

補助パラメータを設定するには．．．

➢ [Calibration]ウィンドウで<Options>をクリックします。[Excurve
Options]ウィンドウが開きます。

項目 説明

Test Pattern 標準のテストパターンを使用するには、<Stan-
dard>ラジオボタンのどれかをクリックします。

カスタムのテストパターンを使用するには、ブ
ラウザで別途に選択します。

Test Separations テスト画像のうち何版を出力するかを指定しま
す。通常のキャリブレーションには、シアン版
だけで十分です。
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カスタムテストパターンの指定

Excurveによるキャリブレーションでは、標準のテストパターンを使用
することも、カスタムのテストパターンを指定することもできます。

画像をカスタムのテストパターンにするには．．．

1. 空のボックスのラジオボタンをクリックします。

2. <Selection>をクリックしてブラウザを開きます。

3. ブラウザで画像ファイルを選択して<OK>をクリックします。選択し
たファイル名がボックスに表示されます。テストのときにはこの画
像が露光されます。

ブラウザの使用方法について☞『Brisque User Guide』の『ファイルとフ
ォルダの管理』の章
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トーンリプロダクション

トーンリプロダクションカーブは、印刷機の影響(ドットゲインなど)に
応じた補正、および画像の色調を整えるために作成します。印刷機での
測定値と印刷会社が提供する補正テーブルをもとに、カーブを作成しま
す。トーンリプロダクションカーブはExcurveに似ていますが、測定値
を用紙やフィルム/プレートからでなく印刷機からとる点が違っていま
す。

トーンリプロダクションカーブの作成・変更・削除は、BrisqueのTone
Repアプリケーションで行えます。

ジョブの露光に適用するトーンリプロダクションカーブは、Brisqueの以
下のアプリケーションで選択できます。

● Improof

● Halftone Proof

● Expose

● Plate Expose

参考：ToneRepアプリケーションを起動する前に、Excurveによるキャリブレ
ーションとExcurveのチェックをすませておいてください。
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アプリケーションの起動

ToneRepアプリケーションを起動するには．．．

1. Brisqueのラウンチパッドまたは[Setup]パネルで[Devices]アイコン
をダブルクリックします。[Output Devices Handling]ウィンドウが開
きます。

2. デバイスタイプの横の矢印をクリックし、機器の横の矢印をクリッ
クします。

3. 機器設定を選択します。これで該当するオペレーションが選択可能
になります。

4. [ToneRep]をクリックします。[Tone Rep Curve List]ウィンドウが開
きます。

5. [Tone Rep Curve List]ウィンドウでカーブを選択するには、1つずつ
クリックします。選択したカーブはハイライト表示になります。

トーンリプロダクションカーブの作成

新規トーンリプロダクションカーブの作成には2通りの方法があります。
カーブを最初から作成することも、既存のカーブを修正して別名で保存
することもできます。

参考：選択を解除するには、もう一度クリックします。これで、表示がもとに
戻ります。

Lotem 800 Quantum User Guide

87



新規のトーンリプロダクションカーブを最初から作成するには．．．

1. [Tone Rep Curve List]ウィンドウで<New>をクリックします。[Tone
Reproduction Curve]ウィンドウが開きます。
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項目 説明

Seps 色版のリストを表示します。現在選択中の色版は、リ
ストの横のボックスに表示されます。

Spot Rename：[Seps]リストの特色の名前を変更すること
ができます。

Remove：[Seps]リストから特色を削除します。

Gravure シリンダー上で再現可能な網パーセントの最小値と最
大値を制限するカーブを作成します。

テーブル カーブ値のテーブルには3つの欄があります。

File Value：テスト露光に使用したファイル設定値で
す。21個のファイル設定値を入力することをお勧めし
ます。

Required on Press：ユーザーの判断に基づく印刷機の
所要濃度です。通常は、熟練工が算出した概算補正値、
または特殊効果を出すためにわざと片寄らせた数値と
なります。

3つの欄に数値を入力すると2つのカーブが作成され、
これらのカーブから1つのトーンリプロダクションカ
ーブファイルが作成されます。このファイルを使用す
る露光には両方のカーブが作用します。

Measured on Press：ジョブの印刷後に印刷機で測定
した濃度です。ToneRepアプリケーションはこの測定
値とファイル設定値を比較し、ドットゲイン補正用の
トーンリプロダクションカーブを作成します。

Enter 設定値をテーブルに追加します。

参考：正確な結果を得るため、測定に入る前に、フィルム/
プレート上のゴーストドットエリアに対して濃度計
を0に調整してください。
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項目 説明

Delete 設定値をテーブルから削除します。

Curve Type Linear：設定されたポイントだけを用いてカーブを表
示します。

Spline：設定されたポイントを補間してカーブを滑ら
かにします。

Comment トーンリプロダクションカーブに説明的なコメントを
追加します。このコメントは[Tone Rep Curve List]ウ
ィンドウに表示されます。

Save 現在のカーブを保存します。

Save As 変更を加えたカーブを別名で保存します。

2. 各種のオプションを用いて新規カーブの設定をします。

3. <Save as>をクリックします。[Save]ウィンドウが開きます。

4. [Save this TR curve as]ボックスにファイル名をタイプして<OK>をク
リックします。これで[Tone Rep Curve List]ウィンドウへ戻り、リス
トに新しいトーンリプロダクションカーブが表示されます。

詳細について☞ P. 92『カーブの数値指定』
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新規のカーブを既存のカーブから作成するには．．．

1. [Tone Rep Curve List]ウィンドウでカーブを選択します。

2. <Modify>をクリックします。[Tone Reproduction Curve]ウィンドウ
が開きます。

3. 各種のオプションを変更します。

4. <Save as>をクリックします。[Save]ウィンドウが開きます。

5. [Save this TR curve as]ボックスに別のファイル名をタイプします。

6. <OK>をクリックします。これで、[Tone Rep Curve List]ウィンドウ
へ戻ります。

参考：トーンリプロダクションカーブファイルにコメントを追加するには、
保存する前に作成日や用途などを[Comment]ボックスにタイプしま
す。このコメントは、[Tone Rep Curve List]ウィンドウの
[Comment]欄に表示されます。

詳細について☞ P. 92以降
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カーブの数値指定

トーンリプロダクションカーブを作成するには、[Tone Reproduction
Curve]ウィンドウのテーブルに何組かの数値を入力します。

● カーブの作成に入る前に、[Seps]リストボックスでトーンリプロダク
ションカーブを適用する色版を指定します。

テーブルに数値を入力するには．．．

1. 各欄の下のボックスをクリックして数値をタイプします。

2. 1組の数値をタイプしたら、<Enter>をクリックします。数値がテー
ブルに表示されます。

参考：1/10の位は、｢x.0%｣または｢x.5%｣という概数になります。

参考：ボックス間の移動には、<Tab>キーかマウスを使用します。

ヒント： [All] [C] [M] [Y] [K] [Others]が選択できます。[Others]は個別表示され
ない特色を示します。

特色をリストに追加する手順について☞ P. 93『特色を[Seps]リストボックス
に追加する』
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数値を変更するには．．．

1. テーブルで目的の行をクリックします。選択した数値がテーブルに
表示されます。

2. 各欄の数値を変更します。

3. <Enter>をクリックします。変更した数値がテーブルに表示されます。

数値を削除するには．．．

1. テーブルで目的の行をクリックしてハイライト表示にします。

2. <Delete>をクリックします。数値がテーブルから削除されます。

特色を[Seps]リストボックスに追加する

特色用にカスタムのトーンリプロダクションカーブを作成するには、前
もってその色版の名前が[Seps]リストボックスにあることが必要です。
リストの特色は、追加・削除・名前変更することができます。

特色をリストに追加するには．．．

1. 色版の正式名を[Seps]ボックスにタイプします。

2. <Enter>キーを押します。その色がリストボックスに表示されます。

特色をリストから削除するには．．．

1. リストで特色を選択します。その名前が[Seps]ボックスに表示されま
す。

2. <Remove>をクリックします。その色がリストボックスから消えます。

参考：両端(0,0と100,100)は変更・削除できません。
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特色の名前を変更するには．．．

1. リストで特色を選択します。その名前が[Seps]ボックスに表示されま
す。

2. [Seps]ボックスで名前を変更します。

3. <Rename>をクリックします。その色の名前が変わります。

グラフの表示

[Tone Reproduction Curve]ウィンドウは、テーブルの数値で作成される
グラフを表示します。

1. グラフを見るには、[Tone Reproduction Curve]ウィンドウ右上の<拡
大>ボタンをクリックします。ウィンドウが拡大します。

参考：プロセスカラーの削除と名前変更は行えません。
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項目 説明

Measured [File Values]欄と[Measured on Press]欄の数値に基づ
くカーブを表示します。

Required [File Values]欄と[Required on Press]欄の数値に基づく
カーブを表示します。

Dot Gain [Measured on Press]値と[Required on Press]値の差を
表示します。

2. MeasuredとRequiredのグラフを表示させるには、一方または両方の
チェックボックスを選択します。

3. ドットゲインのグラフを表示させるには、[Dot Gain]チェックボック
スを選択します。

4. もとの表示に戻すには、<縮小>ボタンをクリックします。
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カーブの滑らかさの調整

ユーザー指定のポイントの間に新しいポイントを追加して、トーンリプ
ロダクションカーブの滑らかさを調整することができます。

1. トーンリプロダクションカーブを滑らかにするには、[Tone Repro-
duction Curve]ウィンドウで[Spline]を選択します。カーブが滑らか
になった状態は画面上で確認できます。

2. [Spline]で滑らかにしたカーブをもとの状態に戻すには、[Linear]を
選択します。

グラビア印刷向けのカーブ作成

グラビア印刷機で印刷を行う場合は、シリンダー上で再現可能な網パー
セントの最小値と最大値を制限するカーブを作成します。カーブの最大
値と最小値は、[Gravure]ウィンドウで設定します。通常、最大値は80%
前後、最小値は0%です。
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カーブの最大値と最小値を設定するには．．．

1. <Gravure>をクリックします。[Gravure]ウィンドウが開きます。

2. [Max Value on Cylinder]ボックスに最大値をタイプします。

3. [Min Value on Cylinder]ボックスに最小値をタイプします。

4. 設定値を保存して[Gravure]ウィンドウを閉じるには、<OK>をクリッ
クします。

トーンリプロダクションカーブの変更

トーンリプロダクションカーブを変更することができます。

トーンリプロダクションカーブを変更するには．．．

1. [Tone Rep Curve List]ウィンドウでファイルを選択して<Modify>をク
リックします。[Tone Reproduction Curve]ウィンドウが開きます。

2. 数値の組を追加・変更・削除します。

手順について☞ P. 92『カーブの数値指定』

参考：複数のファイルを選択してあれば、複数のウィンドウが開きます。
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3. <Save>をクリックします。これでファイルが更新され、[Tone Rep
Curve List]ウィンドウへ戻ります。

トーンリプロダクションカーブの削除

トーンリプロダクションカーブファイルをリストから削除するには．．．

1. ファイルを選択して<Delete>をクリックします。削除の確認を求め
るメッセージが表示されます。

2. <OK>をクリックします。これでファイルが削除され、[Tone Rep
Curve List]ウィンドウへ戻ります。
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6 Brisqueからのジョブ処理
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この章では、ページ/レイアウトエレメントの見当合わせから、プレート
出力、データベースへの保管まで、Brisque上で面付けジョブを処理する
手順を説明します。また、[Quick Re-Expose]オプションによる緊急プレ
ートリメークの手順についても説明します。

図20： Brisqueでの一般的なLotem 800 Quantumワークフロー(Preview→

Plate Expose→Store→Storage Manager)
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Brisqueでの一般的なLotem 800 Quantumワークフロー

1. Previewアプリケーションを起動し、表と裏のフラットがある折丁1
枚の面付けレイアウトを表示させ、両面のページエレメントが揃っ
ているかチェックする。

2. Plate ExposeとStoreを含むBrisqueのテンプレートを作成する。

3. ジョブを処理する前に、Plate ExposeとStoreのパラメータを設定す
る。

4. 面付けジョブをBrisqueのテンプレートに登録し、プレート出力を自
動で実行させる。

5. 面付けジョブをOn Pressモードでデータベースへ送る。

6. 必要に応じて、Storage Managerアプリケーションの[Quick Re-
Expose]でプレートリメークを実行する。

7. ジョブと関連エレメント(RIP処理前のファイル、マークファイル)の
保管モードをLong Termに切り替える。
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折丁エレメントの見当合わせ

この章では、Previewアプリケーションを起動し、表と裏のフラットがあ
る折丁1枚のレイアウトで、両面のページエレメントが揃っているかチ
ェックします。フィルムを使用しないCTP環境では、これがとても便利
です。Prepsの面付けファイルに戻らずに、折丁のエレメントを画面上で
移動・修正することができます。そのため、見当チェック用のテストプ
レートを無駄にすることもありません。

この章に示したサンプルジョブは、菊全判16ページの面付けジョブです。
Brisqueボリュームに同じようなファイル(4ページまたは8ページのレイ
アウトが2つのフラットに1つずつあるもの)がないか、探してみてくだ
さい。

表と裏のフラットのページエレメントを揃えるには、Previewアプリケー
ションの表/裏プレビュー機能を使用します。

表と裏のプレビュー

折丁の表と裏のフラットが揃っているかどうか、確認することができま
す。面付けファイルに戻らなくても、表示エリアでページを動かして折
丁を修正することが可能です。

表と裏のプレビューを実行するには、[Preview Layout]ツールバーのアイ
コンをクリックします。

参考：表と裏のプレビューは、両面レイアウトの面付けジョブ専用です。

詳細について☞『Brisque User Guide』の『Preview』の章
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ここでは｢表｣｢裏｣という用語を以下の意味で用いています。

表 印刷する折丁の表面のフラット。

裏 印刷する折丁の裏面のフラット。

表と裏のフラットの表示を切り替える

表のフラットと裏のフラットの前後表示を切り替え、どちらのフラット
からでも見当を合わせることができます。

裏のフラットの表示は、面付けパラメータの設定により横または縦に反
転します。

➢ 表と裏のフラットの前後表示を切り替えるには、2つの[表裏切替]ア
イコンの一方をクリックします。前面表示のフラットにはブルーの
枠がつき、背面表示のフラットにはブラックの枠がつきます。

前面のフラットが背面のフラットの上に表示され、背面の中で前面に覆
われていない部分が見えるようになります。前面に表示されたフラット
のページ/マークエレメントを動かし、表(裏)のフラットの各エレメント
を裏(表)のフラットの各エレメントと揃えることができます。詳細につい

て☞ P. 105『表と裏のエレメントの見当を合わせる』

ヒント：処理時間の短縮と作業の能率化のため、表と裏のプレビューにはニッ
クネーム表示モードを使用してください。低解像度画像表示モードを
使用する場合は、見当をチェックするエリアの表示倍率を上げてくだ
さい。これで処理時間を短縮することができます。

参考：前面表示のフラットにはブルーの枠がつき、背面表示のフラットにはブ
ラックの枠がつきます。

➢ 表裏プレビューモードのON/OFFを切り替えるには、[Preview
Layout]ツールバーで[表裏プレビュー]アイコンをクリックします。
これでアイコンの表示がONかOFFに変わります。

表裏プレビューモードに入ると、表のフラットが前面、裏のフラッ
トが背面に表示されます(裏のフラットの表示は、Prepsでの面付け
パラメータ設定により横または縦に反転します)。
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背面のフラットを前面のフラットから透かして見る

表裏プレビューモードに入ると、前面のフラットが背面のフラットの上
に表示されます。このときの透明度は0%なので、背面の中で前面に覆わ
れていない部分しか見えません。ここでは、透明度を調整する手順を説
明します。

現在の表示モードに応じて、以下の透明モードを使用することができま
す。

ゴースティング 低解像度画像表示モードとクィックプレビュー表示モ
ードでは、背面のフラットの各エレメントが見えるよ
うに、前面のフラットの透明度を調整することができ
ます。

➢ 低解像度画像表示モードとクィックプレビュー表示モードでゴース
ティングの透明度を下げるには、ツールバーで[－]アイコンをクリ
ックします。

➢ 低解像度画像表示モードとクィックプレビュー表示モードでゴース
ティングの透明度を上げるには、[＋]アイコンをクリックします。

➢ ゴースティング/マスキングをONにするには、[透明]アイコンをク
リックします。

➢ ゴースティング/マスキングをOFFにするには、[透明]アイコンをも
う一度クリックします。
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表と裏のエレメントの見当を合わせる

ゴースティング/マスキングをONにすると、ページ/マークエレメント
を動かして表のフラットを裏のフラットと完全に揃えることができます。

エレメントを動かせるのは、前面のフラット(ブルー枠付き)だけです。
背面のフラット(ブラック枠付き)の静止したエレメントを基準に、前面
のフラットのエレメントを動かします。

ヒント：エレメントの見当合わせには、処理時間を短縮するため、なるべくニ
ックネーム表示モードを使用してください。

見当を正確に合わせるには、表示倍率を上げてマウスの右ボタンでエ
レメントをドラッグします(このほうが[Parameters]ウィンドウで数値
を指定するよりもかなり高速です)。
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ジョブとテンプレートのリンク

面付けジョブのページ/マークエレメントの見当合わせが終わったら、
Brisqueのテンプレートでジョブを処理し、直接プレートに出力して、ジ
ョブとその内容をOn Pressモードで保管します。

ジョブをテンプレートにリンクする前に、まずPlate ExposeとStoreを含
むBrisqueの新規テンプレートを作成します。

新規のテンプレートを作成するには．．．

1. ラウンチパッドで[Automation Tools]パネルを開きます。

2. [Builder]アイコンをダブルクリックして[Template Builder]ウィンド
ウを開きます。
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3. [Template Builder]ウィンドウの[Select Operation]セクションで、最
初に[Plate Expose]アイコン、次に[Store]アイコンをクリックします。
これで、各アプリケーションのアイコンがこの順序で[Template]セク
ションに表示されます。

4. テンプレートを保存するには、まずジョブの保管場所を指定するこ
とが必要です。これ以外のStoreパラメータとPlate Exposeパラメー
タは、後で設定します。☞ P. 112、P. 123

[Store]アイコンをダブルクリックして[Store Parameters]ウィンドウ
を開きます。

5. 後で緊急のプレートリメークが行えるように、[Storage Mode]セクシ
ョンで[On Press]を選択します。
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6. [Storage Location]セクションでは[Host]が自動的に選択されます。

7. [Destination] [Volume] [Path]の各パラメータで保存用の送付先フォ
ルダを指定します。

重要：データ保管専用のBrisqueボリュームを使用し、このフォルダへの
アクセスを制限してください。Storeでこのボリュームにコピーした
データを不用意に削除・移動すると、[Quick Re-Expose]と[Resume
to Queue]は正常に機能しません。これは、この2つのアプリケーシ
ョンが送付先フォルダから保管エレメントを引き出し、発信元フォ
ルダへコピーするためです。

詳細について☞『Brisque User Guide』の『Store』の章

参考：On Pressモードでは、ジョブをJazディスクでなく、ローカル/リモ
ートのBrisqueボリューム(Host)に保存します。そのため、急場のプ
レートリメークなどの場合に、ジョブエレメントをすぐに引き出す
ことができます。

参考：Short TermモードとLong Termモードでは、ファイルをローカル/リ
モートのBrisqueボリュームまたはJazディスク(Removal)に保存す
ることができます。
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8. [Template Name]ボックスにテンプレートの名前｢PltExp_Str｣をタイ
プします。

9. <Save>をクリックします。このテンプレートは、ローカルBrisqueの
Templateフォルダに保存されます。このテンプレート用のPlate
ExposeとStoreのパラメータは、面付けジョブをBrisqueで処理する
前に設定します。☞P. 112、P. 123

Lotem 800 Quantum User Guide

109



ジョブ(面付け、パッケージング、単ページのBrisqueジョブ)をテンプレ

ートにリンクするには．．．

1. ラウンチパッドで[Automation Tools]パネルを開きます。

2. [Templates]アイコンをダブルクリックして[Templates]ウィンドウを
開きます。先ほど作成したテンプレート｢PltExp_Str.jtt｣があることを
確認してください。

3. [Templates]ウィンドウはデスクトップに開いておきます。

4. ファイルブラウザで処理する面付けジョブを見つけます。
Previewで修正した面付けジョブファイルを見つけてください。この
例ではSample1.jobを使用しました。
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5. そのジョブアイコンを[Templates]ウィンドウの[PltExp_Str.jtt]アイコ
ンへドラッグします。[Job Ticket Editor]ウィンドウが開きます。

これで、次に進む準備ができました。次の節では、Plate Exposeパラメ
ータを設定します。
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Plate Exposeパラメータの設定

Plate Exposeパラメータでは、露光のポジ/ネガ、レイアウトの縦横反転、
画像のオフセット、色版の扱い方など、本機でジョブを露光するための
条件を正確に指定します。既定のプレスフォーマット、パンチシステム、
プレートセット、スクリーンセットも選択します。この他に、プレート
出力に適用するExcurveとトーンリプロダクションカーブを指定するこ
ともできます。

Plate ExposeはBrisqueの面付けジョブをサポートしており、Prepsなど
の面付けアプリケーションで設定した画像の位置関係を保持します。
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Plate Exposeパラメータを設定するには．．．

1. [Job Ticket Editor]ウィンドウで[PlateExp]アイコンをダブルクリック
します。[Plate Expose]ウィンドウが開きます。

図21：本機での出力用の一般的なPlate Exposeパラメータ

参考：上図のプレスフォーマットとプレートセットは一例であり、特定メ
ーカーの製品を推奨するものではありません。本機はメーカー各社
のプレートと印刷機に対応しています。
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2. [Press Format]メニューで適切なプレスフォーマットを選択します。
このリストにあるプレスフォーマットは、Devicesアプリケーション
で設定したものです。☞第5章 デフォルトのプレスフォーマットは、
前回にDevicesアプリケーションで選択したものになっています。

3. プレスフォーマットとプレートセットでプレートのサイズと厚さが
一致していれば、プレスフォーマットの名前が緑で表示されます。
両方でこれらのパラメータが食い違っていると、プレスフォーマッ
トの名前が赤で表示されます。

4. [Punch]ボックスに現在選択中のパンチシステムが表示されます。

ここに表示されるパンチシステムは、Devicesアプリケーションの
[Punch System]パラメータで設定したものです。
● このパンチを使用するには、[Punch]チェックボックスを選択し
ます。

● パンチシステムのパラメータを見るには、<Punch Params>をク
リックします。パンチ関連のパラメータには[Plate Set] [Plate
Size] [Exposable Area] [Punch System]およびサムネールがありま
す。デフォルト設定は現在のプレスフォーマットのパラメータを
反映しており、Devicesアプリケーションから読み込まれます。

5. プレート上の基準点(0,0)を設定します。
[Alignment]メニューで[Top Left]か[Top Center]を選択してください。
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図22：プレート上の基準点(0,0)

6. [Image Offset]ボックスで画像のオフセットを設定します。
このパラメータによって、プレート上のレイアウトが基準点(0,0)
([Top Left]または[Top Center])から移動します。画像の露光はこの位
置から開始します。

7. オンラインモードでは、[Plate Set]ボックスに[Plate Expose]ウィン
ドウで選択したプレートセットが表示されます。[Plate Set]ボックス
の下には、プレートセットのサイズとタイプが表示されます。

参考：上図のプレートセット名は一例であり、特定メーカーの製品を推奨
するものではありません。本機はメーカー各社の様々な仕様のプレ
ートに対応しています。

参考：プレートセッタ、Brisque、PCコントローラ間の3方向接続が設定
されると、オンラインモードになります。

参考：オンラインモードでは、プレートセットが表示のみになります。
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プレートセットとプレスフォーマットでプレートのサイズと厚さが
一致していれば、プレートセットの名前が緑で表示されます。両方
でこれらのパラメータが食い違っていると、プレートセットの名前
が赤で表示されます。

8. [Screen-Set]ボックスには、現在選択中のスクリーンセットが表示さ
れます。

● 他のスクリーンセットを選択するには、<List>をクリックします。
● Cyclic ScreenSet：特色にCMK版のパラメータを順番に割り当て
ていきます。例えば、ファイルにCMYKと5色の特色がある場合
は、特色1にシアンのパラメータ、特色2にマゼンタのパラメー
タ、特色3にブラックのパラメータ、特色4にシアンのパラメー
タ、特色5にマゼンタのパラメータが割り当てられます。

スクリーンセットの詳細について☞『Brisque User Guide』の『プレート
出力』と『Screening』の章

ヒント：各々のプレスフォーマットに専用のホットフォルダまたはジョブ
テンプレートを作成することをお勧めします。

Lotem 800 Quantum User Guide

116



9. プレートIDを出力するには、[Print Plate ID]を選択します。

プレート出力するジョブには、専用のプレートIDがつきます。プレ
ートIDは、専用番号(露光の日時などの情報)と拡張子(色版名)で成り
立ちます。
Storage Managerアプリケーションの[Quick Re-Expose]を使用する
と、印刷機の不調やプレートの破損が起きても、プレートを素早く
作り直すことができます。この場合、Storage ManagerはプレートID
に基づいてそのプレートを認識します。

プレート IDは常にスラグの左側に出力されますが、[CTP Slug
Params]ウィンドウの[Offset]でオフセットを調整することができま
す。以下の手順を参照してください。

10. スラグ(日時およびジョブ、色版、フラット、スクリーンセットの名
前)を出力に含めるには、[Print Slugs]を選択します。スラグはプレ
ートの天の余白に出力されます。

11. [Print Slugs]を選択すると、右上の[R]アイコングラフィックの中に
｢Labels｣と表示されます。

● <Slug Params>をクリックして[CTP Slug Params]ウィンドウを開
きます。このウィンドウで出力するスラグを選択し、スラグのオ
フセットを設定します。

● スラグにコメントを追加するには、[User Label]ボックスにテキ
ストをタイプします。

詳細について☞P. 130『緊急のプレートリメーク』
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12. [Excurve]ボックスには、現在選択中のExcurveが表示されます。
Excurveは、網パーセントの変化に応じた補正をするキャリブレーシ
ョンファイルです。

● 別のExcurveを指定するには、<Excurve List>をクリックし、P.
65『Excurveによるキャリブレーション』でキャリブレートした
Excurveを選択します。

13. [Tone Rep]ボックスには、現在選択中のトーンリプロダクションカ
ーブが表示されます。

● トーンリプロダクションカーブを指定するには、<Tone Rep List>
をクリックして既存のトーンリプロダクションカーブファイルを
選択します。

参考：このパラメータは、必須ではありません。画像の露光はトーンリプ
ロダクションカーブなしでも行えます。

トーンリプロダクションカーブの作成・修正について☞ P. 86『トーンリ
プロダクション』

参考：このパラメータは、必須ではありません。画像の露光はExcurveフ
ァイルなしでも行えます。

参考：Excurveの選択は、スクリーンセットに設定された露光条件と
Calibrationアプリケーションで設定された[Excurve Auto Select]パラ
メータに従って、行ってください。

Lotem 800 Quantum User Guide

118



14. [Plate Policy]のオプションを選択します。

● 露光の開始前に新しいプレートを自動的にロードするには、
[Load]を選択します。

● 新しいプレートのロードを禁止するには、[Load]の選択を解除し
ます。

● 露光の終了後にプレートを自動的にアンロードするには、[Un-
load]を選択します。

● プレートのアンロードを禁止するには、[Unload]の選択を解除し
ます。こうすると、1枚のプレートで何度も露光を行うことがで
きます。

参考： [LW Res]ボックスには、選択状態のスクリーンセットに設定された
LW解像度が表示されます。
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15. 追加設定パラメータを表示させるには、<拡大>ボタンをクリックし
ます。

16. レイアウトの露光サイズを変更するには、[Scale]ボックスでパーセ
ンテージを設定します。縮小・拡大の範囲は95～105%です。デフォ
ルトは100%(原寸)です。

17. レイアウトの露光回数を指定するには、[Copies]ボックスに数値を入
力します。最大で10部を指定することができます。

18. [Reading]と[Orientation]を設定します。[Exposure]はプレートタイ
プに基づいて設定されるので変更できません。

19. [Separation Handling]によって、色版を選択して露光すること、各版
のスクリーニングパラメータを入れ替えること、バージョンを合成
することができます。
Expose Sep：露光する色版を選択します。
Version：ベース版と各バージョン用の追加版を合成します。バージ

ョンの詳細について☞『Brisque User Guide』の『バージョニング』の章

Swap：各版のスクリーニングパラメータを入れ替えます。
B. Line：プレートにブルーライン(全版を合成)を露光します。各オプ

ションの詳細について☞『Brisque User Guide』の『プレート出力』の章
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20. 特定ページ/レイアウトのPlate Exposeパラメータの変更、および特
定ページ/レイアウトの露光には、[Inventory]オプションを使用しま
す。<Inventory>をクリックして[Inventory]ウィンドウを開きます。

21. Plate Exposeパラメータの設定が終わったら、<OK>をクリックしま
す。これで、[Job Ticket Editor]ウィンドウへ戻ります。
これで、次に進む準備ができました。次の節では、Storeパラメータ
を設定します。

プレート出力方向の設定

ここでは、プレートの出力方向を設定する手順を説明します。これには、
[Plate Expose]ウィンドウにある以下のオプションを使用します。

● Reading

● Orientation

● Input Orientation

● Exposure

重要：各ページに異なるスクリーンセットを指定することはできますが、
その場合はすべてのスクリーンセットで解像度が統一されているこ
とが必要です。

参考：<Inventory>が使用できるのは、Job Ticket Editorで複数のページ/レ
イアウトがあるジョブにPlate Exposeパラメータを設定するときで
す。

詳細について☞『Brisque User Guide』の『プレート出力』の章
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各パラメータとも自由に組み合わせて設定することができます。

これらの設定は、右上の[R]アイコングラフィックに反映されます。

Reading

[Right]はレイアウトを回転させません。[Wrong]はレイアウト全体を横
にひっくり返します。

図23：Right 図24：Wrong

Input Orientation

画像を必要に応じて自動的に回転できるように、画像が横長と縦長のど
ちらであるかを指示します。

このオプションを表示させるには、[Plate Expose Preferences]ウィンド
ウ(Preferences → Output → Plate Expose)で[Allow Input Orientation
Selection]チェックボックスを選択してください。

Orientation

プレート上の露光画像の方向を設定します。

Prepsで作成して本機で露光するレイアウトは、パンチとの位置合わせの
ため必ず180°回転させます。デフォルトでは[Orientation]が[Rotate 180]
になっています。

図25：[Orientation]＝[Normal] [Orientation]＝[Rotate 180]
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Storeパラメータの設定

ここでは、ジョブのエレメント(RIP処理前のオリジナルファイル、RIP
処理後のファイル、プレートマークファイル)を各種のモードで保管する
ため、ジョブチケットのStoreパラメータを設定する手順について説明し
ます。

最初は、ジョブをOn Pressモードで保管します。このモードでは、プレ
ートの破損などによる緊急のプレートリメークに備えて、各ファイルを
待機させます。ジョブ全体の露光が完了したら、保管モードをLong
Termに切り替えます。

On Pressモードの一般的な期間は、数時間から数日です。Long Termモ
ードまたはワークフローの次工程に進めるまで、ジョブは保留状態にな
ります。

Long Termモードでは、それ以上の処理が不要な完成したジョブを保管
します。このモードで保管されているジョブには、Brisqueの通常のオペ
レーションは実行できません。

重要： [Quick Re-Expose]を実行できる保管ジョブは、少なくとも一度Expose
が完了したジョブです。

Storeパラメータを設定するには．．．

1. [Plate Expose]ウィンドウを閉じると、[Job Ticket Editor]ウィンドウ
へ戻ります。
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2. [Store]アイコンをダブルクリックして[Store Parameters]ウィンドウ
を開きます。

3. [Storage Mode]と[Storage Location]のパラメータは、テンプレート
の作成時に設定してあります。☞ P. 106 ここでは、それ以外の
Storeパラメータを設定します。

4. Storeオペレーションでのジョブの扱い方は、[Job Handling]のオプシ
ョンで設定します。ジョブエレメントを指定の送付先へコピーまた
は移動します。
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Copy Job ジョブの全エレメントを指定の送付先へコピー
します。オリジナルのジョブファイルは、発信
元にそのまま残ります。

Move Job ジョブを指定の送付先へ移動します。各ファイ
ルをまず送付先へコピーし、次に発信元から削
除します。

面付けジョブのページおよびCT/LWファイル
は、送付先へコピーするだけで発信元から削除
しません。こうしたファイルを自動的に削除す
るには、[Move Job and Original Pages]オプショ
ンを選択します。

Move Job and 
Original Pages 面付けジョブを移動します。[Move]と違い、面

付けジョブの全内容をコピーした後に、ページ
およびCT/LWファイルを発信元から削除しま
す。

Overwrite Files 送付先にある同名のファイルを自動的に新規フ
ァイルで上書きします。このオプションを選択
しなければ、同名のファイルが認識されたとき
にStoreオペレーションが中断します。

参考： [Copy Job]と[Move Job]は、[Attach more files to Store]オプションで
選択したファイル/マークにも実行されます。

参考： [Automatic Store of Marks]オプションは、現バージョンでは使用で
きません。
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5. 保管ジョブにRIP処理前のオリジナルファイル(PDF/PostScript)やマ
ークファイルを添付するには、[Attach more files to Store]オプション
を使用します。

● [Attach more files to Store]チェックボックスを選択します。
● メニューリストをクリックして[In Run Time]を選択します。
<Attachments>は選択不可になります。Brisqueのワークフローの
途中でStoreオペレーションが開始すると、Plate Expose終了時に
添付するエレメントを選択するように求めてきます。

6. Brisque上のStorage Managerデータベースを更新するため、[Update
Storage Manager]を選択します。

7. Storeパラメータの設定が終わったら、<OK>をクリックします。こ
れで、[Job Ticket Editor]ウィンドウへ戻ります。
これで、次に進む準備ができました。次の節では、ジョブチケット
をBrisque上で処理するため登録します。
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ジョブチケットの登録

Plate ExposeとStoreのパラメータ設定が終わったら、そのパラメータを
含むジョブチケットをBrisqueのQueue Managerに登録します。

ジョブチケットを処理のため登録するには．．．

1. [Store Parameters]ウィンドウを閉じると、[Job Ticket Editor]ウィン
ドウへ戻ります。

2. <Submit>をクリックしてジョブチケットを転送します。現在のテン
プレートに従い、ジョブチケットの先頭工程はPlate Exposeになって
います。
参考：プレート装填手順およびBrisqueに表示される指示に従ってくださ

い。☞第4章

3. ラウンチパッドで[Queue]アイコンをダブルクリックしてQueue
Managerを起動します。[Queue Manager]ウィンドウが開いて、
Plate Exposeの進行状況を確認できるようになります。
参考：Queue Managerの詳細について☞『Brisque User Guide』の

『Queue Manager』の章

4. Queue Managerは現在処理中のジョブについて、以下の情報を表示
します。

Now Running ジョブの名前

Current ジョブに対して実行中の工程

Start Time ジョブの開始日時

Next ジョブの次工程
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5. [Queue Manager]ウィンドウを拡大するには、右上の<拡大>ボタン
をクリックするか、<スペースバー>を押します。
拡大したQueue Managerは以下の項目を表示します。
● 処理待ちのジョブ
● 保留のジョブ
● 失敗したジョブ
● 完了したジョブ

6. Plate Exposeが完了すると、Storeが自動的にOn Pressモードで開始
します。
[Store Parameters]ウィンドウで[Attach more files to Store]オプショ
ンを[In Run Time]に設定したので、添付するファイルとマークの場
所を指定するように求めてきます。
添付するエレメントを選択すると、該当するファイルとマークが発
信元から送付先へ保管されます。
ジョブエレメントの保管場所は、[Storage Location]で設定したパス
上のフォルダです。このフォルダは、｢ジョブ名_発信元Brisqueステ
ーション名.拡張子store｣という名前で作成されます。例えばジョブ
｢Sample1.job｣は、｢Sample1.job_ Brisque1.store｣というフォルダに保
管されます。
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また、ファイルとマークを添付することになっているので、このフ
ォルダ内にそのためのサブフォルダが1個ずつ作成されます。
Storeの進行状況は、[Store Job]ウィンドウで確認することができま
す。

7. Storeが終了すれば、Brisque上でのジョブチケット処理は完了です。
次の節では、[Quick Re-Expose]オプションで緊急のプレートリメー
クを実行します。
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緊急のプレートリメーク

この時点で、ジョブはBrisqueのデータベースにOn Pressモードで保管
されています。☞ P. 123『Storeパラメータの設定』 プレートが破損した
場合は、Storage Managerの[Quick Re-Expose]オプションで各版を転送
して、プレートを素早く作り直すことができます。

[Quick Re-Expose]が実行できるのは、ジョブが以下の条件をすべて満た
す場合のみです。

● On Pressモードで保管されている

● 少なくとも一度Plate Exposeが完了している

● 全エレメントがローカルBrisqueボリュームに保管されている

Storage Managerアプリケーションには、データベース上のジョブファイ
ルを監視・管理する各種のオプションがあります。詳細について ☞

『Brisque User Guide』の『Storage Manager』の章
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[Quick Re-Expose]でプレートリメークを実行するには．．．

1. ラウンチパッドで[Management Tools]パネルを開きます。[Storage]
アイコンをダブルクリックして[Storage Manager]ウィンドウを開き
ます。

[Storage Manager]ウィンドウには、ジョブが保管モード([Short
Term] [On Press] [Long Term])別に表示されます。

2. [On Press]パネルで[Sample1.job]を選択し、<Show Info>をクリック
して[Store Info]ウィンドウを開きます。
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3. [Store Info]ウィンドウには、ジョブ名や保管モード以外に様々な情
報が表示されます。確認が終わったら<Close>をクリックします。

4. [On Press]パネルで[Sample1.job]の左側の三角をクリックして、ジョ
ブのレイアウトと色版を表示させます。

5. 最初のレイアウトのマゼンタ版のボックスをダブルクリックします。

[On Press Plates]ウィンドウが開き、マゼンタ版のプレートIDとレ
イアウト情報を表示します。
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6. ファイルの詳細情報とレイアウトのプレビューを見るには、<Show
Thumbnail Preview>をクリックします。

7. 確認が終わったら<Close>をクリックします。

8. 既定のPlate Exposeパラメータで色版を再露光するには、[On Press
Plates]ウィンドウの<Expose>をクリックします。
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ジョブが条件(☞ P. 130)を満たしていないためプレートリメークが実
行できない場合は、処理が中断してエラーメッセージが表示されま
す。
再露光の前にPlate Exposeパラメータを変更するには、<Expose
Params>をクリックします。

別法

➢ プレートリメークには、[Storage Manager]ウィンドウ左下の[Quick
Re-Expose]アイコンをクリックする方法もあります。ただし、この
場合は、[On Press Plates]ウィンドウで色版のプレートIDを別途に
入力することが必要です。
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ジョブの長期保管

プレートリメークが正しく行えたら、ジョブの保管モードをOn Pressか
らLong Termに切り替えましょう。

Long Termモードでは、それ以上の処理が不要なジョブファイルを収集
して長期保管します。このモードで保管したジョブは、全エレメントを
引き出してBrisqueボリュームに入れるまで、再処理できません。

保管中の各ジョブについては、Storage Managerアプリケーションがログ
ファイルを保持します。ログファイルには、ジョブ全体の送付先と保管
の日時が記録されます。ログファイルの保管場所としては、ローカル/リ
モートのBrisqueボリューム、Jazディスク、サーバなどがあります。ジ
ョブと付属エレメントの保管場所は、Storage Managerのログファイルで
瞬時に検索することができます。

参考：ジョブの保管モードを変更するときには、各々のモードの特徴に注意し
てください。詳細について☞『Brisque User Guide』の『Storage
Manager』の章

ジョブの保管モードを変更するには．．．

1. Brisque上でStorage Managerを起動します。

2. [Storage Manager]ウィンドウの[On Press]パネルで[Sample1.job]を
選択します。
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3. [Job]メニューで[Move to Long Term Mode]を選択します。保管場所
を変更するかどうか尋ねてきます。

● 保管場所を変更するには、<Yes>をクリックします。[Store Pa-
rameters]ウィンドウが開き、ジョブの保管場所を変更できるよ
うになります。

● 現在の保管場所でよければ、<No>をクリックします。

4. ジョブが指定の保管場所に保管され、[Storage Manager]ウィンドウ
でジョブの保管モードが更新されます。

参考：このときに変更できるパラメータは、ジョブの保管場所だけです。
添付ファイルやジョブハンドリングのパラメータは変更できません。
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合紙の処分

本機で使用するプレートには合紙がはさまっています。合紙はプレート
をドラムにロードするときに自動的にはがれ、排紙ユニットにたまって
いきます。

排紙ユニット内のセンサーはPCコントローラのカウンターと連動してお
り、ここでドラムにロードしたプレートの枚数を数えるようになってい
ます。カウンターが一定数に達したら、排紙ユニットを空にすることが
必要です。これでカウンターが0に戻ります。

排紙ユニットの空きが小さくなると、メッセージウィンドウに警告メッ
セージが表示されます。通常はこの段階で合紙を取り除きます。そのま
ま処理を続行して排紙ユニットがいっぱいになると、本機がPROBLEM
モードになって停止します。

排紙ユニットを空にするには．．．

1. 排紙ユニットの右か左のドアを開きます。☞ P. 139の図 これで本
機がSERVICEモードになり、排紙モーターのインターロックがON
になります。

2. 合紙を取り出します。

3. ドアを閉じます。

4. 本機はSERVICEモードになっているので、メッセージウィンドウの
<Reset>で本機をリセットしてください。その後、[Reset Confirm]メ
ッセージで<Yes>をクリックします。

重要：排紙モーターの作動中は、排紙ユニットのドアを開かないでください。
このようにすると、故障の原因になることがあります。

● ステータスインジケータの表示が[ATTENTION]になります。

● メッセージウィンドウに｢合紙を取り除いてください｣という意味の
メッセージが表示されます。
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ステータスインジケータは、以前の状態に応じて[READY] [OFF-LINE]
[WORKING]のどれかに戻ります。

図26：排紙ユニットの右側ドア
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パンチかすの処分

本機に内蔵のパンチシステムは、プレートのセンタリングが終わりドラ
ムにロードされるまでの間に、プレートに穴を開けます。そのときの残
り屑は、パンチコンテナにたまっていきます。コンテナの空きを感知す
るセンサーはないので、定期的にチェックして残り屑を取り除いてくだ
さい。その間隔は本機での処理量によって異なります。

パンチコンテナをチェックして空にするには．．．

1. メインオペレーションメニューで<Stop>をクリックします。これで
ドラムその他の機械動作が直ちに停止し、 プレートは現在位置に止
まります。

2. [Routine Functions]メニューで<Open Front Door>をクリックするか、
オンラインマシンビューでフロントドアをクリックします。
ドアを開くと、レーザーとドラムのインターロックがONになります。
ステータスインジケータは[SERVICE] (紫)に切り替わり、その下に
インターロックインジケータが表示されます。

3. フロントドアのロックが30秒間外れます。この間にドアを少し押し
下げてください。

4. その後、ドアを持ち上げて全開にします。

5. 本機の左右から内側をのぞき込み、パンチコンテナの両側に残り屑
がどれほどたまっているかチェックします。コンテナの空きが小さ
ければ、残り屑を取り除いてください。

6. 本体の底部にある左右の穴の下に適当な箱を置きます。

7. パンチコンテナの左右の穴を開けて残り屑を箱に入れます。

8. パンチコンテナの穴を閉じます。

9. 残り屑を処分します。

10. [Routine Functions]メニューで<Reset Machine>をクリックします。
[Reset Confirm]メッセージで<Yes>をクリックします。

ステータスインジケータは、以前の状態に応じて[READY] [OFF-LINE]
[WORKING]のどれかに戻ります。

参考：パンチコンテナは2つに分かれており、左右の残り屑を別々にためるよ
うになっています。両方をチェックして空にしてください。
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ドアをマニュアルで開く

通常、ドアの開閉はPCコントローラアプリケーションの<Open Front/
Rear Door>でコントロールします。ただし、ドアをマニュアルで開かな
ければならない場合もあります。例えば、アプリケーションがフリーズ
してしまい、内部に詰まっているプレートを取り出したい場合などです。

フロントドアを開くには．．．

➢ 下図のように、ドライバーをフロントパネルの2カ所の穴に差し込み
ます。これでフロントドアのロックピンが外れ、ドアが開けるよう
になります。

図27：フロントドアをマニュアルで開く
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リアドアを開くには．．．

1. ドライバーをフロントパネルの2カ所の穴に差し込んでフロントドア
を開きます。

2. 左右のドアを開きます。

3. 細いドライバーを使用してリアドアを開きます。

図28：リアドアをマニュアルで開く
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詰まったプレートの取出し

ここでは、本機の内部に詰まったプレートを取り出す手順を説明します。
これには特に注意が必要です。

プレートが詰まる段階としては、プレートのセンタリングとパンチング、
ドラムへのロードとアンロードが考えられます。

各段階がプレート詰まりで中断すると、メッセージウィンドウにエラー
メッセージが表示され、ステータスインジケータが[ATTENTION] (赤)
に切り替わります。プレートが詰まっている場所とプレートを取り出す
手順は、エラーメッセージでわかります。

プレートを取り出すときの注意事項

● プレートは切断せずに1枚のまま取り除いてください。

● 取り出したプレートは再利用せずに破棄してください。

センタリング/パンチング時のプレート詰まり

1. [Routine Functions]メニューで<Open Front Door>をクリックするか、
オンラインマシンビューでフロントドアをクリックします。ドアを
開くと、レーザーとドラムのインターロックがONになります。

2. フロントドアのロックが30秒間外れます。この間にドアを少し押し
下げてください。

3. その後、ドアを持ち上げて全開にします。

4. 本機の内側をのぞき込んでプレートを見つけます。

5. 手袋を着用し、プレートの上端(ドラム側)をつまんで引き出します。

6 取り出したプレートを処分します。

7. [Routine Functions]メニューの<Reset Machine>で本機をリセットし
ます。

警告：プレートの端は鋭利なので、素手で触れないでください。プレートのハ
ンドリングに際しては、手袋を着用してください。
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ステータスインジケータは、次のプレートがあれば[READY] (青)か
[WORKING] (緑)になり、次のプレートがなければ[OFF-LINE] (灰色)に
なります。

ロード時のプレート詰まり

プレートをドラムにロードするときにテールグリッパーのテストが失敗
することがあります。

1. [Routine Functions]メニューで<Open Rear Door>をクリックするか、
オンラインマシンビューでリアドアをクリックします。ドアを開く
と、レーザーとドラムのインターロックがONになります。

2. テールグリッパーをプレートから離します。

3. ヘッドグリッパーが見えるようになるまでドラムを慎重に回転させ
ます。

4. ヘッドグリッパーのクランプを1つずつ押して、ヘッドグリッパーを
マニュアルでONにします。

5. これでプレートが外れ、取り出せるようになります。手袋を着用し
てプレートを引き出してください。

6. プレートを処分します。

7. [Hardware]ウィンドウでヘッドグリッパーをOFFにします。

8. テールグリッパーをプレロードポジションへ移動させます。

9. 本機をリセットします。

10. [Hardware]ウィンドウで[Loading system]ディレクトリを開き、
[Loading system]をダブルクリックします。[Loading system]ウィン
ドウが開きます。

11. [Loading system]ウィンドウで<Restart Plate State>をクリックしま
す。

12. <Pre-load>をクリックして、テールグリッパーを所定のプレートサイ
ズに合った位置まで移動させます。

ステータスインジケータは[READY] (青)に切り替わります。
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アンロード時のプレート詰まり

1. [Routine Functions]メニューで<Open Rear Door>をクリックするか、
オンラインマシンビューでリアドアをクリックします。

2. リアドアのロックが30秒間外れます。この間にドアを少し押し下げ
てください。

3. その後、ドアを持ち上げて全開にします。

4. 本機の内側をのぞき込んでプレートを見つけます。

5. 手袋を着用してプレートを引き出します。

6. 本機をリセットします。

7. プレートを処分します。

ステータスインジケータは、[READY] (青)、[WORKING] (緑)、[OFF-
LINE] (灰色)のどれかに切り替わります。
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